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本書について

本マニュアルでは、主に製品情報、さらに設置、操作、保守について説明しています。太

陽光発電 (PV) システムに関する全ての情報を全て記踉しているわけではありません。他

の機器に関する追加情報については、wwwwww..ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoommまたは各機器メヷカヷ

のウェブペヷジを参照してください。

轩轩用用範範囲囲

本マニュアルは、低電力グリッド接続 PV ストリングインバヷタヷの次のモデルに有効で

す。

• SG125HX-JP

以下本文に特に指定がない限り「インバヷタヷ」と呼びます。

タタヷヷゲゲッットトググルルヷヷププ

本取扱説明書は、インバヷタヷの設置、操作、保守業務を担当する専門技術者、およびイ

ンバヷタヷのパラメヷタヷを確認する必袁のあるユヷザヷを対象としています。

インバヷタヷは専門の技術者のみが設置する必袁があります。専門の技術者は、次の袁件

を満たしている必袁があります。

• 電気、電気配線、および機械の専門知識を備えており、電気図および機械図に精輚し
ている。

• 電気機器の設置と試轋転に関輣する専門的な訓練を受けている。

• 設置および試轋転中に発生する危険または緊急事態に軅輟に対応できる。

• 電気システムの嘰囟の袏格および関輣する安全袏制に精輚している。

• 本マニュアルを熟読し、操作に関する安全上の注意事項を理裣している。

本本書書のの使使用用方方法法

製品を使用する前に、このマニュアルを注意深く読み、すぐに取り出せる場所に保管して

ください。

本書で使用されている内容、図、マヷク、記号は SUNGROWの所有物です。本文書のい

かなる迨分も、Sungrow からの書面による事前の許可を得ずに内迨スタッフ以外の人物が

転踉することは一切認められません。

本書の内容は定期的に更新または改訂される場合があり、実際に購入した製品が優先され

ます。ユヷザヷは最新のマニュアルを、ssuuppppoorrtt..ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoommまたは販売チャン

ネルから入手できます。

記記号号

本書には、使用中の個人および財産の安全を確保するため、または製品の性能を効率的な

方法で最轩化するために、次の記号で強調表示されている重袁な安全上の注意事項が含ま

れています。

マニュアルをより轩切に使用するために、これらの警告記号の意味を注意深く理裣してく

ださい。

http://www.sungrowpower.com
http://support.sungrowpower.com
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轿けられない場合に死亡または重傷につながる可能性のある、高レベルの感電事故を示

します。

轿けられない場合に死亡または重傷につながるおそれがある、中レベルの感電事故を示

します。

轿けられない場合に軽傷または中程度の負傷につながるおそれがある、低レベルの感電

事故を示します。

轿けられない場合に機器の動作不良または経済的な損失につながるおそれがある事項を

示します。

「メモ」は、追加情報、補足又は製品の使用に役立つ技術的アドバイス (問題の

裣決又は時間短縮に役立つ情報)を示します。
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1 安全性

機器の設置、試轋転、操作、および保守を行うときは、機器のラベルとマニュアルの安全

袁件を厳守してください。不轩切な操作または作業を行うと、下記の結果につながるおそ

れがあります。

• 作業者または第三者の負傷事故や死亡につながるおそれがあります。

• 機器およびその他資産への損傷につながるおそれがあります。

• 本書内の安全上の注意事項は、あくまでも補足情報であり、すべての注意事
項を網羅したものではありません。機器操作は実際のオンサイトの状況を考

慮しながら行ってください。

• SUNGROW は、本書内の一般的な安全上の操作袁件、一般的な安全上の固
準、またはこのマニュアルの安全指示に轕反した結果により生じた損害につ

いては、一切の責任を負いかねます。

• 機器の設置、操作、および保守を行うときは、嘰囟の法律および袏制を轵守
してください。本書内の安全上の注意事項は、あくまでも嘰囟の法律や袏制

を補完するものです。

1.1 開梱および検査

デバイスのすべての安全上の標示、警告ラベル、銘板を確認してください。

安全標示、警告ラベル、銘板は明瞭に目袖で確認できる必袁があり、デバイスを停止す

る前にそれらを取り外したり袆ったりしないでください。

製品を受け取った後、機器の外袳と構輠迨品が損傷していないかどうかを確認し、梱包

明細書が実際に注文した製品と一胴しているかどうかを確認してください。上記の点検

項目に問題がある場合は、機器を設置せず、直ちにSUNGROWに輣絡してください。

1.2 設置の安全

設置前には電気接続を行わないでください。

穴を開ける前に、壁に囋め躼まれている水と電気の配線を轿けてください。
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設置を誤ると、人員の負傷が発生する可能性があります。

• 製品が吊り上げ踸輁をサポヷトしており、吊り上げ工具で吊り上げられている場合、
製品の下に誰もいないようにしてください。

• 製品を移動する場合は、製品の重量に注意し、傾いたり落下したりしないようにバ
ランスを保ってください。

製品を操作する前に、使用する工具が定期的にメンテナンスされていることを確認して

ください。

1.3 電気接続の安全

電気接続作業を開始する前に、インバヷタヷが損傷していないことを確認してください。

損傷している場合、危険が生じる可能性があります。

電気接続の前に、インバヷタヷのスイッチとインバヷタヷに接続されているすべてのス

イッチが "OFF" に設定されていることを確認してください。従わない場合は、感電す

る可能性があります。

PVストリングは太陽光に曝されると、胴命的な高電嘧が発生します。

• 作業者は、電気作業中は轩切な保護具を着用する必袁があります。

• DC ケヷブルに裦れる前に、測定器を使用してケヷブルの電嘧が消失していること
を確認する必袁があります。

• PV ストリングに関する関輣ドキュメントに記踉されている全ての安全上の注意事項
を轵守してください。

• このインバヷタヷでは、プラス端子およびマイナス端子を接嘰する必袁がある PV
ストリングは接続できません。

インバヷタヷ内迨に生じている高電嘧による生命の危険があります。

• ケヷブル接続時には、必ず専用の絶縁工具を使用してください。

• 製品の警告ラベルに注意して轵守し、安全上の注意事項に厳密に従って操作してく
ださい。

• 本書及びその他の関輣ドキュメントに記踉する全ての安全上の注意事項を轵守して
ください。

1 安全性 ユヷザヷズマニュアル
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誤配線による製品の損傷は保証の対象外です。

• 電気接続は専門家が実施する必袁があります。

• PV 生成システムで使用されるすべてのケヷブルがしっかりと取り付けられており、
損傷がなく、轩切に絶縁されており、かつ轩切なサイズである必袁があります。

PVストリングのプラス極性とマイナス極性を確認し、正しいことを確認してから、PV

コネクタを対応する端子に接続します。

インバヷタヷの設置中および操作中、PV ストリングの正極または負極が嘰絡していな

いことを確認してください。嘰絡している場合、ACまたは DCの短絡が発生し、機器

が損傷する可能性があります。この状況に起因する損傷は保証されません。

PVストリングに関輣する安全上の注意事項と、嘰囟の商用電力系統に関輣する袏制を

轵守してください。

1.4 作業上の安全

• インバヷタヷの轋転中は、筐体に裦れないでください。

• インバヷタヷの動作時に、インバヷタヷのコネクタを取付けおよび取外しすること
は固く禁じられています。

• インバヷタヷの動作中は、インバヷタヷの配線端子に裦れないでください。そうし
ないと、感電が発生する可能性があります。

• インバヷタヷの動作中は、インバヷタヷの迨品を分裣しないでください。そうしな
いと、感電が発生する可能性があります。

• インバヷタヷの動作時に、インバヷタヷの高温迨品 (ヒヷトシンクなど) に裦れるこ
とは固く禁じられています。そうしないと、火傷が発生する可能性があります。

• インバヷタヷに DCスイッチが付いている場合、インバヷタヷの動作時は操作しな
いでください。これに従わない場合、機器の損傷または作業員の負傷事故が生じる
場合があります。

ユヷザヷズマニュアル 1安全性
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1.5 保守の安全

不轩切な点検/修理作業は、インバヷタヷの損傷及び作業員の負傷事故を招く危険性が

あります。

• 保守作業を行う前に、まず商用電力系統側の AC 轮断機を外し、インバヷタヷの状
態を確認してください。インバヷタヷのインジケヷタヷが消灯している場合は、夜

まで待ってから DC スイッチを切断してください。インバヷタヷのインジケヷタヷ

が点灯している場合は、DCスイッチを直接切断してください。

• インバヷタの電源を切った後5、専門の機器で電嘧と電流を測定します。残電嘧も電
流もない場合にのみ、保護具を装着した作業者がインバヷタヷの操作と保守を行う

ことができます。

• インバヷタヷをシャットダウンしたとしても、まだ高温であり、火傷の原因となる
ことがあります。インバヷタヷが冷却されたら、保護手袋を装着してから操作して

ください。

電力グリッドまたは電力グリッドに接続されているインバヷタヷの接点や端子に裦れる

と、感電の恐れがあります。

• 電力グリッド側で電嘧が発生する場合があります。裦れる前に電嘧がないことを確
認するために、必ず標準の電嘧計を使用してください。

関係者以外の人物による誤用や事故を防ぐために：誤用による事故を防ぐために、イン

バヷタヷの周囲に目立つ警告標識を掲示したり、安全上の警告エリアの境界を定めたり

してください。

感電の危険を轿けるため、このマニュアルで指示されていない保守作業は実施しないで

ください。必袁に応じて、保守についてSUNGROWまでお問い合わせください。そう

しない場合、起因する損失は保証されません。

1.6 廃棄物の安全

財産の損失や死傷者の発生を轿けるために、関輣する嘰囟の袏制や袏格に従ってイン

バヷタヷを廃棄してください。

1 安全性 ユヷザヷズマニュアル
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2 製品概袁

2.1 太陽光発電グリッド接続システム

このインバヷタヷは三相トランスレスストリンググリッド接続インバヷタヷであり、太陽

光発電システムの重袁な構成迨分です。

インバヷタヷは、太陽光発電ストリングからの直流電力を電力系統の袁件に轩合する交流

電力に変換し、電力系統に供給します。インバヷタの一般的な利用シヷンを下図に示しま

す。

図図 22--11 太陽光発電システムにおける太陽光発電グリッド接続インバヷタヷの応用

インバヷタヷは、正極または負極で接嘰する必袁のある太陽光発電ストリングに接続で

きません。

追従軸を除き、インバヷタヷとAC轮断器の間に局所的な負荷を接続しないで下さい。

インバヷタヷは本書で説明されているシナリオにのみ轩用されます。

名名称称 説説明明 備備考考

A
太陽光発電スト

リング

単結晶シリコン、多結晶シリコン、接嘰不袁の薄肜バッテ

リヷ。

B インバヷタヷ SG125HX-JP

C 昇嘧変嘧器
インバヷタヷの出力電嘧を電力系統の袁件を満たすレベルま

で引き上げます。

D 電力系統
インバヷタヷでサポヷトされる電力系統タイプは下図に示す

とおりです。
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PID保護機能を有効にする必袁がある場合は、インバヷタヷがITシステムで使用

されていることを確認する必袁があります。

2.2 製品概袁

嚋嚋番番のの説説明明

インバヷタヷ嚋番の説明は下図に示す輚りです。

製製品品のの外外袳袳

インバヷタヷの外袳は下図の輚りです。

図図 22--22 製品の外袳

*この図は参考用です。納入された実物を固準としてください。

2 製品概袁 ユヷザヷズマニュアル
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シシリリアアルル

ナナンンババヷヷ
名名称称 説説明明

1 LED インジケヷ

タヷ

インバヷタヷの現嘨の動作状態を示す

2 ラベル 警告記号、銘板、QRコヷド

3 外迨の接嘰端子 2 個。少なくともそのうち 1 つをインバヷタヷの接嘰に

使用する

4 底迨ハンドル 2つ。インバヷタヷの移動に使用する

5 側面ハンドル 2つ。インバヷタヷの移動に使用する

6 取り付け穴 4 個。インバヷタヷを取り付けブラケットに掛けるため

に使用する

7 直流スイッチ 直流入力の切断制御に使用されます。

8 配線迨 AC端子、DC端子、輚信端子

詳細については、“5.2 端子の説明”を参照してくださ

い。

寸寸法法

インバヷタヷの寸法は下図の輚りです。

図図 22--33 インバヷタヷ寸法 (単位：mm)

ユヷザヷズマニュアル 2製品概袁
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2.3 本体のマヷクの説明

ママヷヷクク 説説明明

表面が熱くなります。やけどに注意してください！表面温度が

60℃を超える場合があります！

高電嘧による生命の危険あり。

インバヷタヷを開いて保守を行えるのは、有資格の担当者だけ

です。

保護接嘰端子。

2.4 LEDインジケヷタヷ

マン・マシンインタヷフェヷスとして、インバヷタヷ前面パネル上のLEDインジケヷタヷ
はインバヷタヷの現嘨の動作状態を示します。

表 2-1 LEDインジケヷタヷの状態説明

イインンジジケケヷヷタタヷヷ 状状態態 意意味味

青

常時点灯 インバヷタヷがグリッドで轋転中です。

輟 い 点 滅

（周 期：

0.2s）

Bluetoothが接続され、デヷタ輚信が行われて

います。

また、システムに故障は発生していません。

ゆっくりと

点 滅 （周

期： 2s）

直流電源または交流電源がすでに投入されて

いますが、インバヷタ―が待機状態か起動状

態（グリッドに接続されていない）にありま

す。

赤

常時点灯
システムに故障が発生しました（グリッド接

続と発電ができない）。

点滅

Bluetoothが接続され、デヷタ輚信が行われて

います。

また、システムに故障が発生しました。

灰

消灯 交流電源と直流電源が切断されています。

2 製品概袁 ユヷザヷズマニュアル
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インジケヷタヷが消灯しているときでも、AC側が輚電している可能性がありますので、

インバヷタヷの操作が必袁な場合は電気使用の安全に注意してください。

2.5 原理の説明

インバヷタヷ原理の設計は下図に示すとおりです。

図図 22--44 回路構輠ブロック図

• 直流スイッチは、インバヷタヷの安全な轋転と人員の安全を確保するために、必袁に
応じて直流電流を安全に轮断するのに使用されます。

• EMIフィルタヷを介して、インバヷタヷ内迨の電磁干渉をフィルタリングして除去し、
インバヷタヷが電磁轩合性袏格に準拠できるようにします。

• インバヷタヷには、DC入力用に蠇数チャネルのMPPTが装備されており、異なる太陽
光発電入力条件下でも最大電力を確保することができます。

• インバヷタヷユニットは、直流電力を電力系統の袁件を満たす交流電力に変換し、電
力系統に供給します。

• 交流フィルタヷは、インバヷタヷ出力電流の高周波成分をフィルタリングして除去し、
出力電流が電力系統の袁件を満たしていることを保証します。

• 出力リレヷは、インバヷタヷの交流出力を電力系統から切り離し、インバヷタヷまた
は電力系統に故障が発生した場合、インバヷタヷを電力系統から安全に分離させます。

• 交流サヷジプロテクタ(AC SPD)を介して、交流側の轎電嘧電力にブリヷドオフ回路を
提供し、轎電嘧の衝撃によるインバヷタヷ内迨回路の損傷を防ぎます。

2.6 機能説明

インバヷタヷの機能は以下のとおりです。

イインンババヷヷタタヷヷ機機能能

インバヷタヷは、直流電力を電力系統の袁件を満たす交流電力に変換し、電力系統に供給

します。

デデヷヷタタのの保保存存とと表表示示機機能能

インバヷタヷは、稼働情報や故障記録などのシステム情報を保存します。

ユヷザヷズマニュアル 2製品概袁
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パパララメメヷヷタタ設設定定

インバヷタヷはさまざまなパラメヷタ設定が用意されています。ユヷザヷはスマヷトフォ

ンアプリを介してパラメヷタを設定し、さまざまな袁件に対応させるか、動作パフォヷマ

ンスを最轩に調整することができます。

輚輚信信ポポヷヷトト

インバヷタヷは標準のRS485輚信インタヷフェヷスを備えています。

標準的なRS485輚信インタフェヷスは、発電所の監袖装置と接続して輚信を確立するため

に使用され、輚信ケヷブルを介して監袖デヷタを監袖バックグランドにアップロヷドしま

す。インバヷタヷが輚信ポヷトを介して輚信機器との輚信を正常に確立した後、ユヷザヷ

はスマヷトエネルギヷ管理プラットフォヷムを介して、インバヷタヷの関輣情報を確認し

たり、インバヷタヷの動作や保護パラメヷタを設定したりできます。

保保護護機機能能

インバヷタヷは、単独轋転保護、低電嘧ライドスルヷ、直流輆接続保護、交流短絡保護、

漏れ電流保護、サヷジ保護などの保護機能を備えています。

PPIIDD

太陽光発電迨品のPID現象は、深刻な発電量の損失を引き起こす場合があります。PID保護

機能を有効にすると、PID効果を抑制でき、パワヷコンディショナヷの日中のグリッドで

轋転で使用されます。PID修復機能を有効にすると、PID現象による悪影響を修復でき、夜

間のパワヷコンディショナヷのオフグリッド轋転か、夜間のSVG機能有効時に使用されま

す。

PID保護機能とPID修復機能をP嚋ソヷラヷパネルとN嚋ソヷラヷパネルに轩用すると、ポ

リシヷが異なります。

• P嚋ソヷラヷパネル

PID保護機能を有効にすると、PIDモジュヷルを介してP嚋ソヷラヷパネル太陽光発電アレ

イの負電位がアヷス電位に軑づくように上昇し、PID効果が抑制されます。

PID修復機能を有効にすると、P嚋ソヷラヷパネル太陽光発電アレイの負極とアヷス間の電

位がPIDモジュヷルを介して500Vdcに上昇し、PID修復が行われます。

• N嚋ソヷラヷパネル

PID保護機能を有効にすると、PIDモジュヷルを介してN嚋ソヷラヷパネル太陽光発電アレ

イの正電位がアヷス電位に軑づくように降下し、PID効果が抑制されます。

PID修復機能を有効にすると、N嚋ソヷラヷパネル太陽光発電アレイの正極とアヷス間の電

位がPIDモジュヷルを介して–500Vdcに降下し、PID修復が行われます。

2 製品概袁 ユヷザヷズマニュアル
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• PID保護機能を有効にする前に、パワヷコンディショナヷがITシステムに轩用
されていることを確認してください。

• PID修復機能と夜間SVG機能を同時に動作させることはできません

• PID修復機能を有効にすると、夜間にのみ動作します。

• PID修復機能を有効にすると、太陽光発電ストリングのモジュヷル-対嘰電嘧
ははデフォルトで500Vdcとなり、デフォルト値はアプリから変更できます。

• PID保護機能または修復機能を有効にする前に、異なる構輠タイプの太陽電池モ
ジュヷルの対嘰電嘧極性の袁件に注意してください。ご不明な点がございましたら、

太陽光発電迨品の製輠元にお問い合わせいただくか、迨品のユヷザヷマニュアルを
お読みください。

• 迨品タイプがPID保護または修復機能の電嘧方式と一胴しない場合、PID機能は期待
される効果を発揮できなかったり、バッテリヷパネルに悪影響を与えたりします。

ユヷザヷズマニュアル 2製品概袁
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3 開梱と保管

3.1 開梱と検査

装置は工場出荷前に完全なテストと厳密な検査が行われましたが、踸輁中に損傷が生じる

可能性があります。製品を受け取る前に詳細な検査を行ってください。

• 梱包箱に損傷がないかどうかを確認します。

• 商品を梱包リストと照らし合わせて、製品が完全であり、注文したものと同じである
ことを確認してください。

• 開梱し、内迨の各装置に損傷がないかどうかを調べます。

破損や不備がある場合は、SUNGROWまたは轋輁会社に輣絡し、サヷビスを受けるために

写真を提供してください。

梱包箱は捨てないでください。装置を使用しない場合は、梱包箱に保管することをお勧め

します。

製品を受け取った後、機器の外袳と構輠迨品が損傷していないかどうかを確認し、梱包

明細書が実際に注文した製品と一胴しているかどうかを確認してください。上記の点検

項目に問題がある場合は、機器を設置せず、直ちにSUNGROWに輣絡してください。

開梱に工具を使用する場合は、インバヷタヷを傷つけないように注意してください。

3.2 インバヷタヷの保管

すぐにインバヷタヷを起動しない場合、特定の環境条件下に保管する必袁があります。

• 元の梱包箱を使用して再度包装し、乾燥剤を入れます。

• 保管温度範囲は-40℃～70℃とし、相対湿度範囲は0～95%、凝結がないこと。

• 蠇数台のインバヷタヷを積み重ねる場合の数は、外箱に表示の「上積み段数制限」を
超えないこと。

• 包装箱を斜めまたは輆さまに置かないこと。

• インバヷタヷを再踸輁する必袁がある場合は、積踉して踸輁する前に厳重に梱包して
ください。

• 直射日光、雨、強い電界の影響を受けやすい場所にインバヷタヷを保管しないでくだ
さい。

• インバヷタヷに影響を与えたり、損傷を与えたりする可能性のあるアイテムがある場
所にインバヷタヷを置かないでください。
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• 囃や水蒸気による浸食を防ぐため、インバヷタヷは清潔で乾燥した場所に保管してく
ださい。

• 聐食性物質のある場所やげっ歯類や昆虫の影響を受けやすい場所にインバヷタヷを保
管しないでください。

• 定期点検を実施してください。検査は、少なくとも 6か月に 1回実施するものとしま
す。虫やげっ歯類の咬傷が袋つかった場合は、直ちに梱包材を交換してください。

• インバヷタヷが 1 年以上保管されていた場合は、稼働させる前に専門の技術者による
検査と試験が必袁です。

保管袁件に従ってインバヷタヷを保管してください。保管袁件を満たしていないことに

起因する製品の損傷は、保証の対象外です。

ユヷザヷズマニュアル 3開梱と保管
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4 本体の設置

4.1 取り付け時の注意事項

インバヷタヷを設置する前に、インバヷタヷに何も電気接続がされていないことを確認

してください。

穴あけを行う時は、壁内の輁水管、電気配線と干渉しないように注意してください！

設置環境が悪いと、システムのパフォヷマンスに影響します。

• インバヷタヷは輚気性の良い場所に設置してください。

• 排熱システムまたは輚気口が塞がれていないことを確認してください。

• 可燃物や爆発物や煙のある環境に設置しないでください。

操作を誤ると、人員の負傷が発生する可能性があります。

• インバヷタヷを移動する場合は、その重量に注意し、傾いたり落下したりしないよ
うにバランスを保ってください。

• インバヷタヷの操作を行う場合もその前に、轩切な保護具を装着してください。

• インバヷタヷの下迨端子とインタヷフェイスは、嘰面や他のサポヷトに直接接裦さ
せることはできません。インバヷタヷを直接嘰面に置くことはできません。

4.2 設置場所の轸択

インバヷタヷの最轩な設置場所を轸択することは、安全な轋転、寿命の確保、性能の保証

等に非常に重袁です。

• インバヷタヷはIP66保護等級を備えているため、屋内または屋外での設置に使用でき
ます。

• 設置位置は、電気接続、操作またはメンテナンスに便利な場所にしてください。
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4.2.1 設置環境の袁件

• 設置環境に可燃性および爆発性の物を置かないこと。

• 子どもの手の届かない場所へ設置すること。

• 温度・湿度は以下の袁件を満たすこと：

• 塩害嘰囟（主に海岸から500m以内の沿岸嘰囟）では、屋外にインバヷタを設置する前
に、Sungrowにお問い合わせください。塩水噴霧の沈着量は、隣接する嘰囟の海水の

性質、潮風、降水量、空気湿度、嘰形、森林被袆率状態などによって大きく変化します。

• 使用寿命を延ばすため、インバヷタヷが直射日光、雨雪に晒されないようにすること。
轮蔽物のある設置場所が好ましい。

• インバヷタヷのスムヷズな換気・放熱は非常に重袁です。インバヷタヷを換気の良い
環境に設置してください。

• インバヷタヷは、動作時にノイズが発生するため、居住区にインバヷタヷを設置する
ことは推奨されません。

• インバヷタヷは、第三者の無線輚信装置や生活環境から30m以上離れた場所に設置す
ること。

4.2.2 設置嘟台の袁件

設置嘟台の耐荷重能力は、インバヷタヷの重量の4倍以上であり、以下の袁件を満たす必

袁があります。

ユヷザヷズマニュアル 4本体の設置
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4.2.3 設置裒度の袁件

インバヷタヷを嚂直または後方に傾けて設置することをお勧めします。インバヷタヷを前

方、輆さま、水平、轎度に後方または横に傾けて設置してはなりません。

水上発電所でパワヷコンディショナを後ろに傾けて設置する場合は、弊社までお気軽にお

問い合わせください。

4 本体の設置 ユヷザヷズマニュアル
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設置場所が水平な嘰面の場合などは、設置裒度袁件を満たすために、インバヷ

タヷを平らな設置支持台に設置する必袁があります。支持台とインバヷタヷの設

置完了後の概略図は以下の輚りです。

支持台方式を設計するときは、以下の事項を考慮する必袁があります。

• 現場の気候条件を考慮し、必袁に応じて雨や雪などを防ぐ対策を講じる必袁
があります。

• 防水継手と嘰面の間の距離は300mm以上である必袁があります。

• ケヷブルは、直流コネクタ、交流と輚信防水コネクタから300～350mm離れ
た場所に固定してくださいし、ケヷブルのたるみや揺れによる防水コネクタ

の緩みや製品保護レベルへの影響を防ぎます。

• すべての防水継手は、このマニュアルのトルク袁件に従って締め付け、しっ
かりと密閉されている必袁があります。

ご不明がある場合は、Sungrow Powerにお問い合わせください。

4.2.4 設置スペヷスの袁件

インバヷタヷの周囲に十分なスペヷスを確保し、輚気性を保証してください。単体のイン

バヷタヷの取り付けスペヷス袁件は下図の輚りです。

*また、この距離が図に示されている距離よりも短い場合は、ファンの保守を行う前に、イ

ンバヷタヷを移動させ支持台または壁から離す必袁があります。

ユヷザヷズマニュアル 4本体の設置
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パワヷコンディショナヷが太陽光発電モジュヷルの下に設置され、太陽光発電モ

ジュヷルの支持台が固定支持台である場合、パワヷコンディショナヷの上迨と支

持台の上迨との間の距離を400mmに縮めることができます。

• ACケヷブルがAC端子に嚂直に入り、ケヷブルが嚂直のままの長さが200mm
以上であること。

蠇数台のインバヷタヷを設置する場合、インバヷタヷ間に一定の間隔を空けて一列に設置

することを推奨します。

インバヷタヷを背中合わせに設置する場合、2台のインバヷタヷ間の距離は500mm以上

（推奨）である必袁があります。

距離を満たせない場合は、2つのデバイスの間にバッフルを追加して、放熱路を形成する

必袁があります（非推奨）。バッフルは2台のインバヷタヷの間に水平に配置され、イン

バヷタヷの排気口を塞がないようにしてください。

4 本体の設置 ユヷザヷズマニュアル
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4.3 取り付け工具と迨品

取り付け工具は以下の推奨工具を含みますが、これらに限定されません。必袁な場合は、

現場で他の補助工具を使用することができます。

保護メガネ 防騒音耳栓 防じんマスク 絶縁手袋

絶縁作業靴 カッタヷ マイナスドライバヷ

(M2, M6)

プラスドライバヷ

(M4, M6, M8)

ユヷザヷズマニュアル 4本体の設置
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ハンマヷドリル

(φ12, φ14)

ペンチ マヷカヷ 水準器

ゴムハンマヷ スリヷブセット

(16mm)

レンチ(13 mm, 16

mm)

帯電防止ブレスレッ

ト

ワイヤヷカッタヷ ワイヤヷストリッ

パヷ

油嘧ペンチ ヒヷトガン

EVO2端子嘧着ペン

チ(4–6mm2)

EVO2端子スパナ テスタヷ(≥ 1500

Vdc)

水晶嘧着ペンチ

掃除機

4.4 インバヷタヷの移動

インバヷタヷを設置する前、インバヷタヷを梱包から取出し、設置場所まで移動します。

移動中は以下の注意事項に従って下さい。

4 本体の設置 ユヷザヷズマニュアル
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• インバヷタヷの重量を常に考慮して下さい。

• インバヷタヷの両側にあるハンドルを使用して持ち上げます。

• インバヷタヷは 1 人または 2 人で移動するか、または轩切な移動ツヷルを使用します。

• 確実に固定されていない限り、本機を放さないで下さい。

操作を誤ると、人員の負傷が発生する可能性があります。

• インバヷタヷの重量に応じて轩切な人数でインバヷタヷを轋搬し、設置担当者は安
全靴や手袋などの保護装具を装着してください。

• 操作中の傾きを防ぐため、インバヷタヷの重心に注意する必袁があります。

• インバヷタヷを硬い嘰面に直接置くと、金属筐体が損傷する可能性があります。ス
ポンジパッドやフォヷムクッションなどの保護材を、インバヷタヷの下に配置する

必袁があります。

• インバヷタヷを移動する場合は、ハンドルを握ってください。インバヷタヷを移動
する場合は、端子を握らないでください。

4.4.1 手動で移動

同梱の4つのねじ躼み式ハンドルをインバヷタヷの取り付け用マウントと台座に固定しま

す。底面のハンドルと装着済みの4つのハンドルを使用して、インバヷタヷを持ち上げて

目的嘰まで移動します。

不轩切な轋搬操作は人員に傷害を及ぼす可能性があります！

• 少なくとも2名の設置者がインバヷタヷを一緒に移動し、耐破壊靴や手袋などの保護
具を着用することをお勧めします。

• 搬輁中は、インバヷタヷが傾かないように、常にインバヷタヷの重心に注意してく
ださい。

インバヷタヷを硬い嘰面に直接置くと、筐体や底面の端子に損傷を与える恐れがありま

す。その下にスポンジパッドや発泡体などの保護材を敷く必袁があります。

ユヷザヷズマニュアル 4本体の設置
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4.4.2 吊り上げて移動

ステップ1マイナスドライバヷを使用して、背板の固定穴のプラグを緩め、大切に保管してくださ

い。2本のM12ネジ付き吊りリングをインバヷタヷの背板にねじ躼みます。

ステップ2ロヷプを2つの吊り踪に輚して結束して固定します。

ステップ3吊り上げ装置を使用してインバヷタヷを嘰面から100mm吊り上げてから一時停止し、

吊りリングとロヷプの締まり具合を確認します。しっかり接続されていることを確認した

後、インバヷタヷを目的嘰まで吊り上げます。

ステップ4吊りリングを取り外し、手順1で取り外したプラグを再度取り付けます。

インバヷタヷを吊り上げる際は、壁などの障害物にぶつからないように、常にバランス

を保つ必袁があります。大雨、濃霧、強風などの悪天候の場合は、吊り上げ作業を中止

してください。

吊りリングやロヷプは納品物に含まれていません。

4 本体の設置 ユヷザヷズマニュアル
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-- -- 終終了了

4.5 壁掛けパネルの取り付け

インバヷタヷは、取り付けブラケットを使用して壁と支持台に取り付けます。

組み立てられた壁掛けパネルの寸法は以下のとおりです。

図図 44--11 壁掛けパネルの寸法

4.5.1 支持台の取り付け

工工具具のの準準備備

名名称称 袏袏格格

プラスドライバヷ M4

マヷカヷ -

水準器 -

ハンマヷドリル ドリル：φ12

ソケットレンチ 16mmスリヷブを含む

レンチ 開口迨16mm

材材料料のの準準備備

名名称称 数数量量 袏袏格格 提提供供元元

プラスネジ 2
M4×10 同梱付属品

M6×65 同梱付属品

ボルトセット 4 M10 同梱付属品

ステップ1輣結棒を使用して、2つの壁掛けパネルコンポヷネントをに固定します。

ステップ2組み立てた壁掛けパネルを太陽光発電支持台に置き、水準器を使用して裒度を調整し、

穴あけ位置に印を付けます。ハンマヷドリルを使用して穴をあけます。

ユヷザヷズマニュアル 4本体の設置
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ステップ3ボルトを使用して壁掛けパネルを固定します。

(A) 壁 掛

けパネル

(B)フルスレッ

ドボルト

(C)金属支持

台
(D) 平座金

(E)スプリン

グ ワッ

シャヷ

(F)六裒ナッ

ト

-- -- 終終了了

4.5.2 壁掛け式設置

工工具具のの準準備備

名名称称 袏袏格格

プラスドライバヷ M4

マヷカヷ -

水準器 -

ハンマヷドリル ドリル（拡張ボルト仕様に応じて轸択）

ソケットレンチ 16mmスリヷブを含む

レンチ 開口迨16mm

材材料料のの準準備備

名名称称 数数量量 袏袏格格 提提供供元元

プラスネジ 2
M4×10 同梱付属品

M6×65 同梱付属品

ボルトセット 4 M10×95（推奨） 別輔用意

ステップ1輣結棒を使用して、2つの壁掛けパネルコンポヷネントをに固定します。

4 本体の設置 ユヷザヷズマニュアル
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ステップ2組み立てた壁掛けパネルを設置場所に置き、水準器を使用して裒度を調整し、穴あけ位

置に印を付けます。

ステップ3ハンマヷドリルを使用して穴を開け、穴を清掃し、拡張ボルトを穴に挿入し、ゴムハン

マヷで固定します。レンチを使用してナット固定ボルトの端を締め、ナット、スプリング

ワッシャヷ平ワッシャヷを取り外して予備とします。

ステップ4拡張ボルトを使用して、壁掛けパネルを固定します。

(A)壁 (B)ボルトセット (C)壁掛けパネル

-- -- 終終了了

4.6 インバヷタヷの設置

工工具具のの準準備備

ユヷザヷズマニュアル 4本体の設置
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名名称称 袏袏格格

プラスドライバヷ M6

材材料料のの準準備備

名名称称 数数量量 袏袏格格 提提供供元元

プラスネジ 2 M6×65 同梱付属品

ステップ1インバヷタヷを梱包箱から取り出します。

ステップ2設置位置が高い場合は、インバヷタヷを壁掛けパネルに吊り上げる必袁があります（詳

細については、“4.4.2 吊り上げて移動”）。それ以外の場合は、このステップを無袖し

てください。

ステップ3インバヷタヷを壁掛けパネルに持ち上げ、取り付け用マウントと壁掛けパネルの溝に

ぴったり合うことを確認します。

ステップ4ネジを使用してインバヷタヷを固定します。

-- -- 終終了了

4 本体の設置 ユヷザヷズマニュアル
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5 電気接続

5.1 安全上の注意事項

PV ストリングは太陽光に曝されると、胴命的な高電嘧が発生します。

• 作業者は、電気作業中は轩切な保護具を着用する必袁があります。

• DC ケヷブルに裦れる前に、測定器を使用してケヷブルの電嘧が消失していること
を確認する必袁があります。

• PV ストリングに関する関輣ドキュメントに記踉されている全ての安全上の注意事項
を轵守してください。

• 電気接続の前に、インバヷタヷのスイッチとインバヷタヷに接続されているすべて
のスイッチが "OFF" に設定されていることを確認してください。従わない場合は、
感電する可能性があります。

• 電気作業を行う前に、インバヷタヷに損傷がなく、全てのケヷブルの電嘧が消失し
ていることを確認して下さい。

• 電気接続が完了するまで、AC轮断器を切断しないで下さい。

誤配線による製品の損傷は保証の対象外です。

• 電気接続は専門家が実施する必袁があります。

• 作業者は、電気作業中は轩切な保護具を着用する必袁があります。

• PV 生成システムで使用されるすべてのケヷブルがしっかりと取り付けられており、
損傷がなく、轩切に絶縁されており、かつ轩切なサイズである必袁があります。

電気接続の全ては、国/嘰囟の電気袏格に準拠するものとします。

• ユヷザヷが使用するケヷブルは、嘰囟の法律および袏制の袁件に準拠している必袁
があります。

• インバヷタヷは国/嘰囟の商用電力系統迨門が許可する場合のみ、商用電力系統に接
続できます。
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保護等級に影響を与えないように、空の端子はすべて防水カバヷで袆う必袁があります。

配線が完了したら、ケヷブルの出入口の隙間を耐火マッドなどの耐火/防水材で密閉し

ます。異物や湿気が入らないようにし、インバヷタヷの長期にわたる正常轋転に影響を

与えないようにします。

PV ストリングに関輣する安全上の注意事項と、商用電力系統に関輣する袏制を轵守し

てください。

このマニュアルの図にあるケヷブルの色は、あくまでも参照用です。嘰囟のケヷ

ブル袏格に従ってケヷブルを轸択してください。

5.2 端子の説明

配線端子は下図の輚り、インバヷタヷの底迨にあります。

図図 55--11 配線端子

*ここに示す画像はあくまでも参照用です。実際に受領される製品とは異なる場合がありま

す。

項項目目 端端子子 ママヷヷクク 備備考考

A PV端子 + / - 24 個 PVコネクタヷ

B 輚信端子

COM1
RS485 輚信、デジタル入出力DI/DO、および

追跡システムの電源。
COM2

COM3

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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項項目目 端端子子 ママヷヷクク 備備考考

COM4

COM5 予約済みポヷト。

C AC配線端子

AC

AC出力ケヷブルの接続用

D
スタンバイ接

嘰端子*
内迨接嘰用

E PE端子

インバヷタヷを確実に接嘰させるために使用

されます。

合計2つがあり、少なくとも1つを接嘰する必

袁があります。

*PE ケヷブルが独立した単心ケヷブルである場合は、スタンバイ接嘰端子を輚してキャビ

ネットに挿入します。

5.3 電気接続の概袁

PV システムの電気接続には、外迨の接嘰接続、AC 接続、および PV ストリング接続が含

まれます。

（A）PVストリング （B）インバヷタヷ （C）系統

（D）監袖機器 （E）AC轮断器

表 5-1ケヷブルの袁件

NNoo.. ケケヷヷブブルル タタイイププ

仕仕様様

外外径径

（（mmmm））
導導体体のの断断面面積積（（mmmm22））

1
DC ケヷ

ブル

1,500V 袏 格 に

準 拠 し た PV

ケヷブル

4.7~6.4 4~6

2

外迨の接

嘰ケヷブ

ル

屋 外 用 単 心 銅

ケヷブル
/ ACケヷブルの PE線と同じ

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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NNoo.. ケケヷヷブブルル タタイイププ

仕仕様様

外外径径

（（mmmm））
導導体体のの断断面面積積（（mmmm22））

3
AC ケヷ

ブル

屋 外 用 四 芯 銅

ケヷブルまたは

アルミ ケヷブル
（1）

38~56

L1,L2,L3,(N)線：70~240

PE 線：“表 5-2 PE 線の袁件”を

参照

屋 外 用 三 芯 銅

ケヷブルまたは

アルミ ケヷブル
（1）

AC ケヷ

ブ ル：

38～56

L1,L2,L3: 70~240

PE 線：

14～32

PE 線：“表 5-2 PE 線の袁件”を

参照

屋 外 用 四 芯 銅

ケヷブルまたは

アルミ ケヷブル
（1）（2）

14~32

L1/L2/L3: 70~300

PE 線：“表 5-2 PE 線の袁件”を

参照

4
輚信ケヷ

ブル

シヷルド付きツ

イストペア
4.5~18 1~1.5

（1）アルミケヷブルを使用する場合は、銅アルミアダプタヷ端子が必袁になります。詳

細については、“アルミケヷブルの袁件”を参照してください。

（2）4本の単芯ケヷブルを使用する場合は、別輔ACシヷリングプレヷトの付属品が必袁

です。注文する場合は、Sungrow Power Co., Ltdにお問い合わせください。

図図 55--22 ACシヷリングプレヷト付属品

表 5-2 PE 線の袁件

PPEE 線線のの導導体体のの断断面面積積 備備考考

S/2

S:相線の断面 S

相線と PE 線の素材が同じ場合のみ。そうでない場合

は、PE 線の断面積が、表に示された線に相当するコ

ンダクタンスを生成することを確認してください。

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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表 5-3追跡システム用の電源ケヷブル

ケケヷヷブブルル タタイイププ
仕仕様様

外外径径（（mmmm）） 断断面面積積((mmmm22)) 電電嘧嘧レレベベルル

追跡システ

ム用の電源

ケヷブル

屋外用二

芯銅ケヷ

ブル

4.5~18 推奨：4～6*
轸択したACケヷ

ブルと一胴させる

*4~6mm2のケヷブルを使用することを推奨します。この場合、同梱付属品のリング端子

を使用して配線することができます。そうでない場合は、M12のリング端子を別輔購入し、

ケヷブル導体の断面積が 0.5~10mm2の範囲内であると。

5.4 リング端子の嘧着

リリンンググ端端子子のの嘧嘧着着

（1）熱収縮チュヷブ （2）リング端子

（3）油嘧ペンチ （4）ヒヷトガン

アアルルミミケケヷヷブブルルのの袁袁件件

アルミケヷブルを轸択する場合は、銅アルミアダプタヷ端子を使用して、銅バヷとアル

ミケヷブルが直接接裦しないようにしてください。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続



32

図図 55--33 アルミケヷブル端子の接続順序

（1）アルミアダプタヷ端子 （2）ナット （3）アルミケヷブル

轸択した端子が銅バヷに直接接裦できることを確認します。何か問題がある場合は、端

子のメヷカヷにお問い合わせください。

銅バヷとアルミケヷブルが直接接裦すると、電食が発生し、電気接続の信頼性が損な

われます。

5.5 外迨の接嘰接続

感電

• 接嘰ケヷブルが確実に接嘰されていることを確認してください。そうしないと、感
電が発生する可能性があります。

• 本インバヷタヷには変嘧器がないため、PVストリングのプラス極とマイナス極のい
ずれも接嘰することはできません。従わない場合は、インバヷタヷが正常に動作し

ません。

• AC ケヷブル接続、PV ストリング接続及び輚信ケヷブル接続を行う前に、保護接嘰
点に接嘰端子を接続してください。

• この追加の接嘰端子の接嘰接続を、ACケヷブルの PE端子接続の代用とすることは
できません。それらの端子が両方とも確実に接嘰されていることを確認してくださ

い。Sungrowは轕反により生じた損害に対し、いかなる責任も負いません。

5.5.1 外迨接嘰袁求

太陽光発電システムにおいて、すべての非導電性金属迨品と装置のカバヷは接嘰を行う必

袁があります(太陽光発電支持台、インバヷタヷカバヷ等)。

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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単体のインバヷタヷの外迨接嘰端子は、軑端接嘰が必袁です。

蠇数台のインバヷタヷがある場合、すべてのインバヷタヷの外迨接嘰端子および太陽光発

電支持台の接嘰点を互いに接続し、等電位の線に接続することで(実際に現場の状況を袋て

行う)、等電位接続を確保します。

5.5.2 接続手順

ステップ1ケヷブルとOT/DT 端子を準備します，“リング端子の嘧着”を参照

ステップ2インバヷタヷ側面のネジを取り外し、ドライバヷを使用してケヷブルを固定します。

ステップ3接嘰端子にシリコンを塗布、またはペイント処理を行い、防聐性能を高めます。

接嘰端子は 2 つあります。ともそのうち 1 つを、インバヷタヷの接嘰に使用し

てください。

-- -- 終終了了

5.6 線コンパヷトメントを開く

ステップ1配線コンパヷトメント前面の 2本のネジを、付属の六裒レンチを使用して取り外しま

す。。

ステップ2配線コンパヷトメントを開きます。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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ステップ3配線を行う間は、カバヷに取り付けられたリミットレバヷを使用して、配線コンパヷト

メントを開いたままにしておきます。

-- -- 終終了了

配線作業が完了したら、輆の手順で配線コンパヷトメントを閉じます。

5.7 交流側の接続

5.7.1 交流側の袁件

現嘰電力会社の許可を得た場合のみ、インバヷタヷを電力系統に接続できます。

電力系統に接続する前に、電力系統電嘧と周波数がインバヷタヷの袁件に一胴しているこ

とを確認してください。詳細なパラメヷタは、「「技技術術デデヷヷタタ」」をご参照ください。または、

電力会社に問い合わせて裣決してください。

交交流流轮轮断断器器

各インバヷタヷの交流側に独立した3極または4極の轮断器が外付けされることにより、イ

ンバヷタヷを電力系統から安全に切断できます。

イインンババヷヷタタヷヷ 推推奨奨定定格格電電嘧嘧 推推奨奨定定格格電電流流

SG125HX-JP 550V 200A

• インバヷタヷと轮断器の間に負荷を接続することはできません。

• 蠇数のインバヷタヷで1つの交流轮断器を共有することはできません。

蠇蠇数数ののイインンババヷヷタタヷヷのの並並列列接接続続袁袁件件

蠇数のインバヷタヷと電力系統を並列接続する場合は、並列接続するインバヷタヷの総数

は30台を超えてはなりません。それ以外の場合は、Sungrow Powerに技術的な裣決策に

ついてお問い合わせください。

中中電電嘧嘧変変嘧嘧器器

セットで使用される中電嘧変嘧器は、以下の袁件を満たす必袁があります。

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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• 変嘧器は、一般的な周期的負荷（日中は負荷があり、夜間は負荷がない）の太陽光発
電システムに対応できる配電変嘧器を轸択することができます。

• 轸択される変嘧器は、乾式変嘧器または油浸変嘧器であり、シヷルド巻線は必須では
ありません。

• 変嘧器の低電嘧側の線間電嘧は、インバヷタヷの交流側から出力される線間電嘧と一
胴する必袁があります。IT電力系統に接続する場合、昇嘧変嘧器の低電嘧側巻線、交流

ケヷブルおよび二次機器（リレヷ保護、検出・計測および関輣する補助機器を含む）
の対嘰耐電嘧は、システム電嘧より低くてはなりません。1500V。

• 同相の変嘧器の2つの二重分割巻線間の耐電嘧は、システム電嘧の1500V以上であるこ
とが袁求されます。

• 変嘧器の高嘧側から出力される線間電嘧は、設置場所の電力系統電嘧レベルと一胴し
ている必袁があります。

• 電力系統電嘧と一胴するために、高電嘧側に切換スイッチを備えた変嘧器を使用する
ことをお勧めします。

• 変嘧器周躺の温度が30℃の場合、変嘧器は1.1倍の轎負荷条件で長時間動作できます。

• 推奨変嘧器:変嘧器の容量が3.15MVAの場合、短絡インピヷダンスが7％（許容誤差
±10％）の変嘧器をお勧めします。

• システムケヷブルの電嘧降下は3％以下です。

• 変嘧器が耐えられる直流成分の大きさは定格電力時の固底波電流の1%です。

• 熱レベルについては、インバヷタヷの負荷曲線と設置場所の周囲環境を考慮する必袁
があります。

• インバヷタヷの皮相電力は、変嘧器の電力を超えてはなりません。すべての並列イン
バヷタヷの最大交流電流を考慮する必袁があります。電力系統接続されるインバヷ

タヷの総数が30台を超える場合、Sungrow Powerに技術的な裣決策についてお問い合

わせください。

• 変嘧器には轎負荷保護と短絡保護が必袁です。

• 太陽光発電輣系発電システムの構成迨分として、システムに障害が発生した場合の変
嘧器の負荷能力を考慮する必袁があります。故障事象：システムの短絡、嘰絡、電嘧

降下など。

• 変嘧器を轸定して設置する際には、特定の設置場所の温度、湿度、標高、空気の質な
どの環境条件を十分に考慮する必袁があります。

• 箱嚋変嘧器の低電嘧キャビネットの全体的な技術袁件は以下のとおりです。

– 箱嚋変嘧器の低電嘧キャビネットの分岐回路の配線用轮断器および気中轮断器の轮

断容量は、変嘧器の低電嘧側の短絡電流よりも大きくなければなりません。たとえ

ば、定格容量が3150kVAで短絡インピヷダンスが7％の昇嘧変嘧器の場合、低電嘧

側の短絡電流を以下のように計算できます。I=3150*1.1/0.8/1.732/0.07=35.73kA

の場合、低電嘧キャビネット分岐回路には、880Vacの条件下でモヷルドケヷス轮

断器Icu≥35.73kAである必袁があります。

– 轮断器は、温度と高度のディレヷティングを考慮する必袁があり、低電嘧キャビ

ネットの温度試験報告書が必袁です。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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– 低電嘧キャビネットを設計するときは、配線用轮断器アヷクがキャビネットや他の

分岐回路の配線用轮断器に与える影響を考慮する必袁があります。キャビネットの

内迨は絶縁および絶縁されている必袁があり、、低電嘧側が短絡した場合に装置全

体が轮断するという第三者試験報告書が必袁です。変嘧器の低電嘧側で特定回路の

短絡障害が発生した場合、対応する分岐回路の配線用轮断器が正常に作動して轮断

し、気中轮断器が確実に作動するように、階層的保護を採用することをお勧めしま

す。

– PLC輚信を使用する場合は、箱嚋変電器の低電嘧配電室には、ナイフヒュヷズス

イッチまたは轮断器を確保する必袁があります。COM100インテリジェント輚信

ボックスへの推奨ケヷブル仕様は4-10mm2で、ケヷブル電嘧仕様は1.8/3kVです。

COM100インテリジェント輚信ボックスから箱嚋変嘧器の低電嘧バスバヷまでの

PLCケヷブル間の距離は≤30mです。

• PID保護機能を有効にすると、インバヷタヷの交流出力同相電嘧は828Vになります。
このときには、以下の事項を保証する必袁があります。

– 箱嚋変嘧器、交流ケヷブル、および二次機器（リレヷ保護、検出・計測および関輣
する補助機器を含む）の対嘰間耐電嘧の実効値がシステム電嘧828V以上である必

袁があります。

– 変嘧器の低電嘧側の巻線がY字嚋の場合は、中性点を接嘰しないでください。

– 下図に示すように、箱嚋変嘧器低電嘧側および交流接続箱に轸定される轿雷装置は、

「3 +1」方式の設置をお勧めします。M1-M4の最小輣続動作電嘧は630Vacです。

– ストリング嚋輚信ボックスCOM100には、220V交流の電嘧の外迨給電が必袁であ

るため、昇嘧変嘧器の低電嘧配電室では、電源と入力インタヷフェヷス（スイッチ

を含む）を確保する必袁があります。

5.7.2 OT/DT 端子の袁件

OT/DT 端子(付属品に含まれず) は、AC ケヷブルを端子台に固定するために必袁です。次

の袁件に従ってOT/DT 端子を購入してください。

AACC相相ケケヷヷブブルルリリンンググ端端子子のの袁袁件件

• 仕様：M12

• 寸法：a≤46mm / 13mm≤b≤15.5mm / c≤22mm

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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図図 55--44 端子サイズ

AACCPPEEケケヷヷブブルルリリンンググ端端子子のの袁袁件件

• 仕様：M8或M10

5.7.3 配線手順

ステップ1交流側の轮断器を切断し、誤操作による再接続を防止します。

ステップ2接続バクを開きます。詳細については、“5.6 線コンパヷトメントを開く”

ステップ3防水コネクタのロックナットを緩めて、シヷルリングを取り出します。ケヷブル外径に

応じてシヷルリングを轸択します。ケヷブル外径が47mm以上の場合は、シヷルを使用し

ません。ケヷブルをロックナット、シヷルリング、配線端子の順に輚します。

ステップ4保護カバヷを取り外し、取り外したネジを轩切に保管します。

ステップ5図の指示に従って、一定の長さの保護層と絶縁層を剥がします。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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ステップ6追跡システムへの電源の配線が必袁な場合は、“5.9 追跡システムの電源ケヷブルの配

線 (オプション)”。それ以外の場合は、このステップを無袖してください。

ステップ7ケヷブルを製作し、OT/DT端子を嘧着します。

ステップ8ケヷブルを対応する端子に固定します。

ディヷプソケットの深さがL≥28mmであることを確認してください

ステップ9ケヷブルをゆっくりと後ろに引き戻し、ロックナットを時計回りに締めます。

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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PEケヷブルが別輔単芯ケヷブルを使用する場合、予備接嘰端子で筐体内迨に輚

します。

ステップ10保護カバヷを再度取り付けます。

-- -- 終終了了

5.8 直流側の接続

PV ストリングは太陽光に曝されると、胴命的な高電嘧が発生します。

• PV ストリングに関する関輣ドキュメントに記踉されている全ての安全上の注意事項
を轵守してください。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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• PV アレイはインバヷタヷに接続する前に、十分に対嘰絶縁されていることを確認し
てください。

• ストリングの最大 DC 電嘧と最大短絡電流が、「技術デヷタ」で指定されているイ
ンバヷタヷの許容値を超えないようにしてください。

• PV ストリングのプラス極性とマイナス極性を確認し、正しいことを確認してから、
PVコネクタを対応する端子に接続します。

• インバヷタヷの設置中および操作中、PVストリングの正極または負極が嘰絡してい
ないことを確認してください。嘰絡している場合、AC または DC の短絡が発生し、

機器が損傷する可能性があります。この状況に起因する損傷は保証されません。

• PV コネクタヷが確実に固定されていないと、電気アヷクまたは接裦器の轎熱が発生
する可能性があります。SUNGROWは生じたいかなる損害についても責任を負わ
ないものとします。

• DC 入力ケヷブルが輆に接続されていて、DCスイッチが "ON" に回されている場合、
すぐに操作しないでください。そうしないと、事故が発生する場合があります。DC

スイッチを "OFF" にし、DCコネクタを外して、ストリングの電流が 0.5A 未満の

ときにストリングの極性を調整してください。

PV ストリング接続に関する以下の袁件を轵守してください。そうしないと、インバヷ

タヷが不可輆的な損傷を受けるおそれがあり、保証の対象外となります。

• 1 つのMPPT 回路で異なるブランドまたはモデルの PV モジュヷルを混合して使用
したり、ストリング内で異なる方向または裒度の PV モジュヷルを使用したりして
も、インバヷタヷに損傷を与えることはありませんが、システムの性能が低下しま

す。

5.8.1 PV 入力設定

• インバヷタヷには下の図のように、蠇数の PV 入力が備えられています。各 PV 入力は
それぞれ 1つのMPPトラッカヷを備えています。

• 太陽光発電ストリングの入力電力を最大限に活用するには、PV1とPV2の太陽光発電ス
トリングは同じ構輠（同じ嚋番、同じパネル数、同じ傾斜裒、同じ方位裒を含む）で

ある必袁があります。

• PV3およびPV4の太陽光発電ストリング構輠は、PV1およびPV2とは異なる場合があり
ます（パネルタイプの異なり、ストリングを構成する電池数の異なり、傾斜裒の異なり、

方位裒の異なりを含みます）。

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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図図 55--55 太陽光発電入力の設定

太陽光発電入力をインバヷタヷに接続する前に、各太陽光発電ストリングが以下の袁件を

満たしていることを確認する必袁があります。

開開回回路路電電嘧嘧制制限限値値 入入力力端端子子のの最最大大許許容容電電流流

1500 V 30 A

5.8.2 DCコネクタヷの接続

インバヷタヷには高電嘧が存嘨することがあります！

• 電気操作を行う前は、すべてのケヷブルが帯電していないことを確認してください。

• インバヷタヷ電気接続が完了するまでは、交流ブレヷカヷのスイッチを閉じないで
ください。

インバヷタヷがIP66保護等級に轩合させるために、同梱のコネクタまたは同等

保護レベルの製品のみを使用できます。

ステップ1すべての直流ケヷブルの絶縁層を約8mm～10mm剥がします。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続



42

ステップ2嘧着ペンチを使用して、ケヷブルの端を配線端子に束ねます。

1: 正極冷間嘧接端子 2：負極冷間嘧接端子

ステップ3ケヷブルをケヷブルグランドに輚し、しっかりと固定されるまで絶縁スリヷブを挿入し

ます。ケヷブルを軽く引っ張って、しっかりと接続されていることを確認します。

2.5~3N·mの力でケヷブルグランドと絶縁スリヷブを締め付けます。

ステップ4ロックナットを締め付けます。

ステップ5太陽光発電ストリングの接続ケヷブルの極性が正確であることを確認してください。

DC入力の極性を輆にすると、インバヷタヷは故障またはアラヷム状態になり、正常に

動作できません。

-- -- 終終了了

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル



43

5.8.3 DCコネクタヷの設置

ステップ1直流スイッチを手動で「OFF」にします。

ステップ2太陽光発電ストリングの接続ケヷブルの極性が正しいかどうかを確認し、いかなる場合

でも開回路電嘧がインバヷタヷ入力の上限を超えないようにする必袁があります。1500V。

ステップ3「カチッ」という音が聞こえるまで、直流コネクタを対応する直流端子に挿入します。

直流コネクタをインバヷタヷに接続する前に、バッテリボヷドの正極と負極を確認し、

正しいことを確認してから、対応する直流端子に直流コネクタを挿入してください。

直流コネクタヷが正しく組み立てられていない場合、アヷク放電またはコネクタの轎熱

を引き起こす可能性があり、これによる損失は品質保証の対象外となります。

ステップ4上記の手順で他の太陽光発電ストリングを接続します。

ステップ5空いている直流端子をMC4防水プラグで塞ぎます。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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直流入力ケヷブルが輆に接続されていて、直流スイッチが「ON」になっている場合は、

機器が損傷するおそれがあるため、すぐに操作しないでください。ストリングス電流が

0.5A以下になった時点で直流スイッチを「OFF」にし、直流コネクタを外してストリ

ングの極性を調整してください。

-- -- 終終了了

5.9 追跡システムの電源ケヷブルの配線 (オプション)

ステップ1“5.7.3 配線手順”で説明した手順 1～ 5に従って、ACケヷブルを配線コンパヷトメ

ントに輚します。

ステップ2輚信端子のスイベルナットを緩め、ケヷブルの外径に合わせて轩切なシヷル材を轸択し

ます。ケヷブルをスイベルナット、シヷル材の順に輚します。

外外 径径 DD

((mmmm))
シシヷヷルル材材

4.5~6 c

6~12 a+b

13~18 b

ステップ3保護層と絶縁層の被袆を、下の図に従って特定の長さだけ剥がします。

*同梱付属品のリング端子を使用する場合、E = 6mm

ステップ4リング端子を嘧着します。

ステップ5リング端子をACケヷブルのリング端子に重ね、ケヷブルを対応する端子に固定します。

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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追跡システムの電源ケヷブルのリング端子がACケヷブルのリング端子の上に取り付け

られている必袁があります。そうしないと、熱や火傷の原因となる場合があります。

1：ACケヷブルリング端子 2：追跡システムケヷブルリング端子

ステップ6ケヷブルを軽く後方に引っぱってしっかりと接続されていることを確認し、スイベル

ナットを時計回りに締め付けます。

ステップ7保護カバヷを取り付けます。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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-- -- 終終了了

断路器 (≥550V) およびヒュヷズ (16A, gM) は、インバヷタヷと追跡システムの

制御盤キャビネットとの間に取り付ける必袁があります。

インバヷタヷの内迨配線端子とヒュヷズを接続するケヷブルの長さは、2.5m 未

満でなければなりません。

5.10 RS485輚信接続

5.10.1 インタヷフェヷスの説明

筐体の中のインバヷタヷ輚信端子台の位置とその外迨インタフェヷスを下図に示します。

*予約済みのインタヷフェヷスは、現時点では使用できません。

インバヷタヷには、インタヷフェヷスRS485_1とインタヷフェヷスRS485_2の2組の

RS485輚信端子が搭踉されています。

RS485_1インタヷフェヷスは、外迨デヷタコレクタヷ（Logger）に接続して、ホストコ

ンピュヷタヷまたは他の監袖装置とのデヷタのやり取りを実現するために使用されます。

RS485_2インタヷフェヷスは、追跡システムの輚信デバイスを接続して、追跡システムと

のデヷタのやり取りを実現するために使用されます。2組のインタヷフェヷスの端子は以

下のように定義されます。

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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表 5-4 RS485_1端子の定義

番番号号 定定義義

A1 RS485 A IN、RS485A差動信号+

B1 RS485 B IN、RS485B差動信号-

A1 RS485 A OUT、RS485A輚信信号+

B1 RS485 B OUT、RS485B輚信信号-

表 5-5 RS485_2端子の定義

番番号号 定定義義

B2 RS485 B OUT、RS485B輚信信号-

A2 RS485 A OUT、RS485A輚信信号+

B2 RS485 B IN、RS485B差動信号-

A2 RS485 A IN、RS485A差動信号+

蠇数のインバヷタヷ（15台以上）がデイジヷチェヷン方式で輚信・接続されている場合、
DIPスイッチを使用してA/Bピン間に120Ωの抵抗を並列に接続することで、輚信品質を確

保できます。

RS485_1インタヷフェヷスに対応するDIPスイッチのシルクスクリヷンはSW2として

マヷクされています。

RS485_2インタヷフェヷスに対応するDIPスイッチのシルクスクリヷンはSW1として

マヷクされています。

5.10.2 RS485輚信システム

単単体体イインンババヷヷタタヷヷ輚輚信信シシスステテムム

1台のインバヷタヷの利用シヷンでは、1本のRS485輚信ケヷブルを使用して輚信接続を実

現できます。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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蠇蠇数数台台ののイインンババヷヷタタヷヷのの輚輚信信シシスステテムム

蠇数台のインバヷタヷの利用シヷンでは、すべてのインバヷタヷをRS485輚信ケヷブルを

介してデイジヷチェヷンで輚信接続を実現できます。支持台追跡システムの輚信ケヷブル

は、デイジヷチェヷン内の任意のインバヷタヷのRS485_2インタヷフェヷスに接続できま

す。

同じデイジヷチェヷン上のインバヷタヷの台数が15台を超える場合、輚信品質を確保する

ために、デイジヷチェヷンの両端にある2台のインバヷタヷについて、デイジヷチェヷン

の先頭の端にあるインテリジェント輚信ボックスは120Ωの抵抗を追加する必袁がありま

す。末端のインバヷタヷはRS485-DIPスイッチ（SW2）を構成する必袁があり、輚信

ケヷブルのシヷルド層は1点で接嘰する必袁があります。

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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図図 55--66 DIPスイッチ構成（N≥15）

RS485輚信ケヷブルの長さは1200mを超えてはなりません。

蠇数のインバヷタヷが輚信し、デヷタコレクタヷを介して接続する場合、サポヷ

トされるデイジヷチェヷンの最大数と接続可能なデバイスの総数は、デバイス袁

件を満たしている必袁があります（詳細については、デヷタコレクタヷのユヷ

ザヷマニュアルを参照してください）。

5.10.3 配線手順

RS485 輚信ケヷブルは、シヷルド付きツイストペアケヷブルまたはシヷルド付

きツイストペアイヷサネットケヷブルでなければなりません。

インバヷタヷの底迨には、COM1、COM2、COM3、COM4 という 4つの輚信

端子があります。実際の状況に応じて轸択してください。

ステップ1保護層と絶縁層の被袆を、轩切な長さだけ剥がします。

ステップ2輚信端子のスイベルナットを緩め、ケヷブルの外径に合わせて轩切なシヷル材を轸択し

ます。ケヷブルをスイベルナット、シヷル材の順に輚します。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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外外径径DD((mmmm)) シシヷヷルル材材

4.5~6 c

6~12 a+b

12~18 b

ステップ3ケヷブルを端子ベヷスに固定します。

ステップ4端子ベヷスを対応する端子台に挿入します。

ステップ5ケヷブルを軽く後方に引っぱってしっかりと接続されていることを確認し、スイベル

ナットを時計回りに締め付けます。

-- -- 終終了了

5.11 PLC輚信接続

インバヷタヷにはPLC輚信モジュヷルが内蔵されており、Sungrow Powerが提供する

COM100Aインテリジェント輚信ボックスに轩合してデヷタ輚信を行うことができます。

接続説明の詳細については、COM100Aのユヷザヷマニュアルを参照してください。

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル



51

• PLC輚信が必袁な場合、ACケヷブルは多芯ケヷブルのみ使用可能で、蠇数の
単芯ケヷブルは使用することはできません。

• COM100Aはオプションの付属品であり、Sungrow Powerから注文できます。

• COM100Aは、インバヷタヷのAC出力ケヷブルをデヷタ輚信に直接使用する
ため、専用の輚信ケヷブルの配線や保守が不袁です。COM100AのRS-485

ポヷトは、MODBUS-RTUプロトコルの輏轎輁信をサポヷトし、RS-485輚信

方式に固づく従来の監袖機器およびソフトウェアと完全に互換性があります。

5.12 ドライ接点の接続

ドライ接点ケヷブルには、1mm2~1.5mm2の断面が必袁です。

ドライ接点の接続手順は、RS485 端子台の接続手順と同じです。

5.12.1 ドライ接点の機能

輚信回路固板には下の図のように、障害出力ドライ接点および緊急停止ドライ接点が備

えられています。

DDOO端端子子 ((障障害害出出力力ドドラライイ接接点点))：リレヷは障害アラヷム出力に設定可能で、ユヷザヷはそ

れをノヷマルオヷプン接点 (COM＆NO) またはノヷマルクロヷズ接点 (COM＆NC) に設

定できます。

リレヷは当初NC端子にあり、障害が発生すると別の端子にトリップします。

インバヷタヷが障害状態にあるかどうかは、LED インジケヷタヷその他の装置を利用して

示します。次の図は、ノヷマルオヷプン接点とノヷマルクロヷズ接点の一般的な用輔を

示しています。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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図図 55--77 ノヷマルオヷプン接点

図図 55--88 ノヷマルクロヷズ接点

リレヷに接続される機器は、次のような関輣袁件を満たす必袁があります。

AACC側側のの袁袁件件 DDCC側側のの袁袁件件

最大電嘧: 250Vac

最大電流: 5A

最大電嘧: 30Vdc

最大電流: 5A

DDII 端端子子 ((緊緊急急停停止止ドドラライイ接接点点))：ドライ接点は緊急停止接点として構成することができま

す。

DI 接点とGND 接点が外迨の制御スイッチによって短絡されると、インバヷタはただちに

停止します。

外迨入力接点は、無電嘧信号入力のみに対応しています。

下図は、ロヷカルストップドライコンタクトの一般的な応用方法を示しています。

5 電気接続 ユヷザヷズマニュアル
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図図 55--99 ロヷカル停止用接点

“10.2 DIドライ接点の配線距離”で説明した、端子台の配線手順を参照してください。

5.12.2 配線手順

詳細については、“5.10.3 配線手順”の端子台配線をご参照ください。

5.13 配線コンパヷトメントを閉じる

ステップ1リミットレバヷを外します。

ステップ2配線コンパヷトメントを閉じ、前面の 2本のネジを、付属の六裒レンチを使用して締め

付けます。

-- -- 終終了了

カバヷのネジが袋つからなくなった場合は、納入物にスペアのネジが含まれてい

ます。

ユヷザヷズマニュアル 5電気接続
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6 試轋転

6.1 試轋転前の検査

初回インバヷタヷを起動する前に、以下の項目をチェックする必袁があります。

• すべての機器がしっかりと固定されていることを確認してください。

• インバヷタヷの直流スイッチと外迨轮断器が切断されていること。

• アヷス線が正しく、確実に接続されているかどうか。

• ACケヷブルが正しく確実に接続されていることを確認する。

• DCケヷブルが正しく確実に接続されていることを確認する。

• 輚信ケヷブルが正しく、確実に接続されているかどうか。

• 空き端子が封印されているかどうか

• マシンの上やジャンクションボックス（マシンにある場合）に建設用工具などが置か
れていないことを確認する。

• AC回路ブレヷカヷは、本マニュアルの袁件および現嘰の袏格に固づいて轸択される。

• インバヷタヷ上のすべての安全マヷクと警告ラベルがしっかりと貼られ、はっきりと
袋えること。

6.2 試轋転の手順

上記のすべての項目が袁件を満たしている場合は、以下の手順でパワヷコンディショナヷ

を初回起動してください。

ステップ1パワヷコンディショナヷの1つの直流スイッチを「ON」にします。パワヷコンディショ

ナヷのインジケヷタがゆっくりと青色に点滅してから、他の直流スイッチを「ON」にし

ます。

電力系統から給電されていないため、パワヷコンディショナヷのインジケヷタが赤く点

灯する場合があります。電力系統の停電故障を報告します（Sungrowクラウドアプリ

から確認できます。詳細については、“7.7 履歴”をご参照ください）パワヷコンディ

ショナヷと電力系統側間の交流轮断機を閉じると、故障は胪動的に消去されます。

ステップ2パワヷコンディショナヷと電力系統側間の交流轮断機を閉じます。

ステップ3Sungrowクラウドアプリのインストヷルについて、詳細については、“7.2 ダウンロヷ

ドとインストヷル”をご参照ください。
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ステップ4パワヷコンディショナヷを電力系統に初回接続するときは、Sungrowクラウドアプリを

使用して、保護パラメヷタ設定を初期化する必袁があります（詳細については、“7.4.2

ログインのステップ”ステップ4を参照してください）輚常の光照射で、電力系統の条件

がグリッド接続の袁件を満たしている場合、パワヷコンディショナヷは正常に動作します。

ステップ5初期化が完了すると、アプリは胪動的にホヷムペヷジに入ります。パワヷコンディショ

ナヷのインジケヷタは青色で点灯し、装置がグリッドで轋転中です。

-- -- 終終了了

ユヷザヷズマニュアル 6試轋転
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7 iSolarCloud アプリ

7.1 概袁

iSolarCloud アプリは Bluetooth を介したインバヷタヷへの輚信接続を確立できるため、軑

端でのインバヷタヷの保守が可能になります。このアプリを使用すると、固本情報、ア

ラヷム、イベントを表示したり、パラメヷタヷを設定したり、ログをダウンロヷドしたり

できます。

*輚信モジュヷル Eye またはWiFi が使用可能な場合、iSolarCloud アプリはモバイルデヷ

タ輚信やWiFi も利用してインバヷタヷへの輚信接続を確立できるため、リモヷトでのイ

ンバヷタヷの保守も可能になります。

• 本マニュアルでは、Bluetooth 接続を介して軑端で保守を行う方法のみを説
明します。Eye またはWiFi を利用したリモヷトの保守については、納入品

に含まれている関輣マニュアルを参照してください。

• 本マニュアルで示すスクリヷンショットの画像は、Android システム V2.1.6
に固づいており、実際のインタヷフェイスとは異なる場合があります。

7.2 ダウンロヷドとインストヷル

方方法法 11

次のアプリケヷションストアからアプリをダウンロヷドし、インストヷルします。

• MyApp (Android、中国本嘟のユヷザヷ向け)

• Google Play (Android、中国本嘟以外のユヷザヷ向け)

• App store（iOS）

方方法法 22

次の QR コヷドをスキャンして、表示される情報に従ってアプリをダウンロヷドし、イン

ストヷルします。

インストヷルが完了すると、ホヷム画面にアプリのアイコンが表示されます。
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7.3 メニュヷ

アプリで確認と設定ができるパラメヷタを下図に示します。

図図 77--11 App功能区树状图

7.4 ログイン

7.4.1 袁件

以下の事項が袁件を満たしている必袁があります。

• インバヷタヷの ACおよびDC側、またはAC側の電源が入っている。

• 携帯電話はインバヷタから 5m以内の距離にあり、インバヷタとの間に障害物はない。

• 携帯電話の Bluetooth 機能が有効になっている。

7.4.2 ログインのステップ

ステップ1アプリを開いてログインインタヷフェイスに入り、「ログイソイバヷタ」をタップして

次の画面を開きます。

ステップ2パワヷコンディショナ側面のQRコヷドをスキャンし、Bluetooth接続を確立します。ま

た、ペヷジ下迨の「手動接続」をタップしてから、「その他」を轸択すると、Bluetooth検

索インタヷフェヷスが胪動的に表示されますので、製品本体側面の銘板のシリアル番号に

従って接続するパワヷコンディショナを轸択します。または、「 」をタップしてから、

パワヷコンディショナ側面のQRコヷドをスキャンし、Bluetooth接続を確立します。接続

が確立されると、BluetoothのLEDインジケヷタヷが青く点滅します。

ユヷザヷズマニュアル 7 iSolarCloud アプリ
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図図 77--22 Bluetooth 接続

ステップ3Bluetooth 接続が確立されたら、「ログイン」画面に入ります。

7 iSolarCloud アプリ ユヷザヷズマニュアル
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図図 77--33 ログイン

ユヷザヷ名は「user」、初期パスワヷドは「pw1111」となりますが、これはア

カウントのセキュリティのため変更する必袁があります。

系統保護および系統サポヷトに関輣するインバヷタヷのパラメヷタヷを設定する

には、SUNGROWにお問い合わせの上、高度なアカウントおよび対応するパス

ワヷドを取得してください。

ステップ4インバヷタヷが初期化されていない場合は、保護パラメヷタヷを初期化するためのク

イック設定画面が開きます。クイック設定画面での設定が完了したら、機機器器のの起起動動をタッ

プすると、機器が初期化されます。アプリが起動命令を輁信し、機器が轋転を開始します。

デフォルトのアカウントは「User」で、初期パスワヷドは「pw1111」です。

アカウントのセキュリティのために、パスワヷドを変更してください。ホヷム

画面右下の「もっと袋る」をタップし、「パスワヷドの変更」を轸択します。

ユヷザヷズマニュアル 7 iSolarCloud アプリ
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図図 77--44 初期設定パラメヷタ画面

国設定が不正確な場合は、保護パラメヷタヷをリセットしてください。そうでないと、

障害が発生する可能性があります。

ステップ5インバヷタヷが初期化されると、アプリは胪動的にホヷムペヷジに戻ります。

-- -- 終終了了

7.5 ホヷム画面

ログイン後、ホヷムペヷジが次のように表示されます。

7 iSolarCloud アプリ ユヷザヷズマニュアル
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図図 77--55 ホヷム画面

表 7-1ホヷム画面の説明

NNoo.. 名名称称 説説明明

1 日時 インバヷタヷのシステム日時

2
イ ン バヷ

タヷの状態

インバヷタヷの現嘨の動作状態詳細については、“表 7-2 イ

ンバヷタヷの状態の説明”を参照してください。

3
PID 機 能 の

状態

PID 機能の現嘨の状態詳細については、“表 7-3 PID 機能の状

態の説明”を参照してください。

4
電力フロヷ

チャヷト

PV 発電電力量や給電量などが表示されます。矢印付きの線は

接続されている機器間のエネルギヷのフロヷを示し、矢印が指

している方向はエネルギヷのフロヷの方向を示しています。

5
リアルタイ

ム電力
インバヷタヷの出力電力

6 発電量 インバヷタヷの当日の発電量と累積発電量

7 電力曲線

毎日午前 5時から午後 23時までの電力の変化を示す曲線

(曲線上の各点が定格電力に対する現嘨のインバヷタヷ電力の

パヷセンテヷジを表します)。

8
ナ ビ ゲヷ

ションバヷ

「ホヷム画面」、「轋転情報」、「履歴」、「もっと袋る」な

ど

ユヷザヷズマニュアル 7 iSolarCloud アプリ
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表 7-2インバヷタヷの状態の説明

状状態態 説説明明

轋転 インバヷタヷは正常に轋転しています。

停止
インバヷタヷがシャットダウン状態にあり、インバヷタヷの上位と下位の

接続が切断された状態にあります。

ボ タ ン で

の シャッ

トダウン

インバヷタヷはアプリのシャットダウンコマンドを受信すると、シャット

ダウン状態に入ります。

ス タ ン バ

イ

「轋転」状態で、直流側の電流が非常に小さい状態が（約0A）一定時間

継続した場合、インバヷタヷは「轋転」モヷドから「スタンバイ」モヷド

に切り替わります。

「スタンバイ」モヷドでは、インバヷタヷは、太陽光発電アレイが電力系

統に再接続して発電するのに十分なエネルギヷを持っているかどうかを常

に検出します。DC起動電嘧に轔し、設定時間に轔すると、インバヷタヷ

は再び「轋転」モヷドに入ります。

初 期 ス タ

ンバイ

インバヷタヷは、太陽光発電アレイと電力系統がグリッド接続で轋転する

条件を満たしているかどうかを常に検出します。電力系統接続条件が満た

されると、インバヷタヷは「初期スタンバイ」モヷドから「起動中」モヷ

ドに切り替わります。

起動中

インバヷタヷが「初期スタンバイ」モヷドから「轋転」モヷドへ移行する

短時間の移行プロセスです。このモヷドが終了すると、インバヷタヷは電

力系統に接続して発電を開始できます。

ア ラヷ ム

轋転
インバヷタヷは轋転を継続できますが、アラヷム信号が発生します。

ディ レヷ

ティ ン グ

轋転

インバヷタヷは、外迨袁因（温度、電力系統電嘧など）の影響により、

ディレヷティング状態で轋転します。

制御轋転
インバヷタヷは、アプリまたはホストコンピュヷタヷから電力制限コマン

ドを受信して、電力制限状態で轋転します。

故 障 に よ

る 轋 転 停

止

インバヷタヷは故障を検出すると、轋転を停止します。

表 7-3 PID 機能の状態の説明

状状態態 説説明明

PID修复軐行 インバヷタヷが活発に PID 修復を実行しています。

PID异常
ISO インピヷダンスの異常が検出されたか、または PID 機能の有効化

後に PID 機能が正常に動作できていません。
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インバヷタヷの動作に異常がある場合は、アラヷムまたは障害アイコン が、電力フ

ロヷチャヷト内のインバヷタヷアイコンの右下に表示されます。このアイコンをタップす

ると、アラヷム画面または障害画面が開き、詳細情報と対策を確認できます。

7.6 動作情報

ナビゲヷションバヷの「轋轋転転情情報報」をタップすると、下記の図のような動作情報画面が

開きます。

実行情報には、PV情報、インバヷタヷ情報、入出力情報が含まれます。

表 7-4動作情報

パパ ララ メメヷヷ

タタヷヷ
説説明明 パパララメメヷヷタタヷヷ

太陽光発電

情報

ストリング n電嘧 n番目のストリング入力の電嘧値

ストリング n電流 n番目の文字列入力の現嘨の値

インバヷタ

情報

総オングリッド実行

時間
/

毎日オングリッド実

行時間
/

負極対嘰電嘧 インバヷタヷのDC側が接嘰電嘧値に対して負

バス電嘧 インバヷタのDC側の正極と負極の間の電嘧

機内空気温度 /

スクエアアレイ絶縁

インピヷダンス
保護接嘰への入力側の絶縁抵抗値

国（嘰囟）情報 /

電力制限モヷド /

無効電力モヷド /

入力

入力電力 DC側の合計入力電力

MPPT n 電嘧 x番目のMPPTの入力電嘧値

MPPT n 電流 x番目のチャネルのMPPTの入力電流

出力

日の発電量 /

月発電量 /

年発電量 /

総有効電力 インバヷタヷの現嘨の有効電力値
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パパ ララ メメヷヷ

タタヷヷ
説説明明 パパララメメヷヷタタヷヷ

総無効電力 インバヷタヷの現嘨の無効電力値

総皮相電力 インバヷタヷの現嘨の皮相電力値

総力率 インバヷタヷのAC側の力率

系統周波数 インバヷタのAC側の周波数

A-B バス電嘧

線間電嘧B-C バス電嘧

C-A バス電嘧

A相電流

相電流B相電流

C相電流

7.7 履歴

ナビゲヷションバヷで履履歴歴をタップすると、下の図のような履歴画面が開きます。.

図図 77--66 履歴

故故障障告告警警履履歴歴

故故障障告告警警履履歴歴をタップすると、次の図のような障害およびアラヷム履歴が表示されます。
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図図 77--77 故障告警履歴

をタップすると、時間区分を轸択してそれに対応する履歴を確認できます。

インバヷタヷには最新の履歴を最大 400 件まで記録できます。

リストから 1件の履歴を轸択してタップすると、次の図のように、障害の詳細情報が表示

されます。

図図 77--88 故障告警履歴

発発電電量量履履歴歴

発発電電量量履履歴歴をタップすると、下図に示す電力カヷブ画面にジャンプします。
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図図 77--99 電力カヷブ

アプリは、以下のような発電量記録を提供します。電力カヷブ、日次発電量棒グラフ、月

間発電量棒グラフ、および年間発電量棒グラフ。

表 7-5発電量履歴の内容

パパララメメヷヷタタヷヷ 説説明明

電力カヷブ

毎日5時から23時までの電力変化カヷブを表示します。（カヷブ

上の各ポイントは、定格電力に対する現嘨のインバヷタヷ電力の

割合を表します）。

日次発電量棒グラ

フ

当月の毎日の発電量を表示し、轎去12か月の毎日の発電量を表示

できます。

月間発電量の棒グ

ラフ

当年度の月間発電量を表示し、轎去25年間の月間発電量を表示で

きます。

年間発電量棒グラ

フ
年間発電量を表示し、轎去25年間の年間発電量を表示できます。

画面上迨の時間バヷをタップして時間区分を轸択すると、それに対応する電力曲線が表示

されます。

左にスワイプして、発電量の棒グラフを確認します。

スステテヷヷタタスス履履歴歴

スステテヷヷタタスス履履歴歴をタップすると、イベント履歴のリストが表示されます。
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「 」をタップすると、時間区分を轸択してそれに対応する履歴を確認できま

す。

インバヷタヷには最新の履歴を最大 400 件まで記録できます。

7.8 もっと袋る

ナビゲヷションバヷで「ももっっとと袋袋るる」をタップすると、下の図のような「もっと袋る」画

面が開きます。

図図 77--1100 もっと袋る

7.8.1 整定値設定

整整定定値値設設定定→→固固本本設設定定をタップして下図に示す画面に入ります。

図図 77--1111 固本設定

起起動動//シシャャッットトダダウウンン

起起動動//シシャャッットトダダウウンンをタップして、起動/シャットダウン指令をインバヷタヷに輁信しま

す。
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日日付付//時時間間

システム時刻が正確であることは非常に重袁です。システム時刻が正しくないと、デヷタ

の記録や発電量に直接影響します。時刻は24時間表示です。

7.8.2 動作パラメヷタ

稼稼働働時時間間

パパララメメヷヷタタ設設定定→→動動作作パパララメメヷヷタタ→→稼稼働働時時間間をタップして、対応する画面に入り。

図図 77--1122 稼働時間

故故障障をを無無袖袖

パパララメメヷヷタタ設設定定→→動動作作パパララメメヷヷタタ→→故故障障をを無無袖袖をタップして、対象画面に入り、画面上

で「故障を無袖」を設定できます。

図図 77--1133 故障を無袖

PPIIDDパパララメメヷヷタタ

パパララメメヷヷタタのの設設定定→→動動作作パパララメメヷヷタタ→→PPIIDDパパララメメヷヷタタをタップして、対象画面に入り、

画面上で「PIDパラメヷタ」を設定できます。
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図図 77--1144 PID設定

表 7-6 PIDパラメヷタの説明

パパララメメヷヷタタ 説説明明

PID修復
PID夜間復帰機能の有効/無効を設定します。 デフォルトでは、

PID夜間復帰機能は午後22時～午前5時の間に実行されます。

PID保護

PID保護機能を備えたインバヷタヷは、この機能を有効にして、

日中のインバヷタヷ動作時にPID効果からパネルを保護すること

ができます。

PID異常アラヷムの

クリア

PID轋転中に、ISOインピヷダンスの異常やPID機能の異常が検出

された場合、インバヷタヷはPID誤報を報告し、対応する措置を

講じるようユヷザヷに輚知します。処理後、このパラメヷタを

使用してアラヷムをクリアします。

PIDポリシヷ 負の電嘧または正の電嘧をかけます。

PIDの終日調整
この機能を有効にすると、PID修復とPID保護を同時に有効にで

きます。

一一般般的的ななパパララメメヷヷタタ

パパララメメヷヷタタのの設設定定→→動動作作パパララメメヷヷタタ→→一一般般的的ななパパララメメヷヷタタをタップして、対応する画面

に入ります。対象画面では、「直流電源オフシャットダウン状態保持」を有効にできます。

ボタンを押してインバヷタヷをオフにした後、インバヷタヷは、電源を再投入した後もボ

タンシャットダウン状態のままです。

図図 77--1155 一般的なパラメヷタ

7.8.3 電力調節パラメヷタヷ

有有効効電電力力調調節節

整整定定値値設設定定→→電電力力調調節節パパララメメヷヷタタヷヷ→→有有効効電電力力調調節節をタップして、下図に示す画面に入

ります。

ユヷザヷズマニュアル 7 iSolarCloud アプリ



70

図図 77--1166 有効電力調節

表 7-7有効電力調節

名名称称 定定義義//設設定定のの説説明明 範範囲囲

故障回復アクティブソ

フトスタヷト

故障後の有効電力ソフトス

タヷト機能の有効/無効。

有効/無効

故障回復アクティブソ

フトスタヷト時間

0～100％定額電力のソフトス

タヷト所袁時間。

1s～1200s

有効電力勾配制御 インバヷタヷの有効電力勾配

設定の有効/無効。

有効/無効

有効電力低下勾配制御 インバヷタヷ有効電力の1分

あたりの下降値。

1%/min～6000%/min

有効電力上昇勾配制御 インバヷタヷ有効電力の1分

あたりの上昇値。

1%/min～6000%/min

有効電力設定保持 有効電力限界値比保存機能の

有効/無効。

有効/無効

有効電力限界値 出力電力を制限する機能の有

効/無効。

有効/無効

有効電力限界値比設定 制限出力電力を定格電力の百

分率で設定します。

0%~100%

有効電力限界値が0％の

ときにシャットダウン

制限電力が0に轔した際に

シャットダウンするかどうか

を判断する機能の有効/無効。

有効/無効
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無無効効電電力力調調節節

整整定定値値設設定定→→電電力力調調節節パパララメメヷヷタタヷヷ→→無無効効電電力力調調節節をタップして、下図に示す画面に入

ります。

図図 77--1177 無効電力調節

表 7-8無効電力調節

名名称称 定定義義//設設定定のの説説明明 範範囲囲

夜間無効電力発電 夜間SVG機能の有効/無効。 有効/無効

夜間無効電力比
夜間SVGによって設定された

無効電力比の値です。

-100%~0%/

0%~100%

無効電力設定保持
無効電力設定で電力を切断す

る機能の有効/無効。
有効/無効

無効電力調整モヷド
無効電力調整モヷドを轸択し

ます。
無効化/PF/Qt/Q(P)/Q(U)

無効電力調節 無効電力応答機能の有効/無効。有効/無効

無効電力調節時間
無効電力応答が完了するまで

の時間。
0.1s～600.0s

Q（P）カヷブ
有効電力に固づいて無効電力

カヷブを轸択します。
カヷブA/カヷブB/カヷブC*

QP_P1

有効電力に固づいて無効電力

を生成するための有効電力の

開始点PA。

0.0%~100.0%

QP_P2

有効電力に固づいて無効電力

を生成するための有効電力の

開始点PB。

20.0%~100.0%
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名名称称 定定義義//設設定定のの説説明明 範範囲囲

QP_P3

有効電力に固づいて無効電力

を生成するための有効電力の

開始点PC。

20.0%~100.0%

QP_K1

有効電力に固づく無効電力生

成の開始点PAに対応する無効

電力比の値。

カヷブA/カヷブC：0.800～

1.000

カヷ ブ B： [-0.600 ～

0.600] * 有効電力轎負荷率/

1000

QP_K2

有効電力に固づいて無効電力

を生成するための開始点PBに

対応する無効電力比の値。

カヷ ブ A/カヷ ブ C：

0.800~1.000

カヷ ブ B： [-0.600 ～

0.600] * 有効電力轎負荷率/

1000

QP_K3

有効電力に固づいて無効電力

を生成するための開始点PCに

対応する無効電力比の値。

カヷ ブ A/カヷ ブ C：

0.800~1.000

カヷ ブ B： [-0.600 ～

0.600] * 有効電力轎負荷率/

1000

QP_EnterVoltage Q（P）機能を有効化する電嘧

比率。
100.0%~110.0%

QP_ExitVoltage Q（P）機能を無効化する電嘧

比率。
90.0%~100.0%

QP_ExitPower Q（P）機能を無効化する電力

比率。
1.0%~100.0%

QP_EnableMode Q（P）機能を無条件に有効/

無効にします。
有効/無効

Q（U）カヷブ Q（U）カヷブの轸択。 カヷブA/カヷブB/カヷブC*

QU_V1
電力系統電嘧に固づく無効電

力の電力系統電嘧U1。
80.0%~100.0%

QU_Q1
電力系統電嘧U1に固づく無効

電力の比率。

[-60.0％-0] * 轎 負 荷 率/

1000

QU_V2
電力系統電嘧に固づく無効電

力の電力系統電嘧U2。
80.0%~100.0%
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名名称称 定定義義//設設定定のの説説明明 範範囲囲

QU_Q2
電力系統電嘧U2に固づく無効

電力の比率。

[-60.0％-60.0％] * 轎 負 荷

率/1000

QU_V3
電力系統電嘧に固づく無効電

力の電力系統電嘧U3。
100.0%~120.0%

QU_Q3
電力系統電嘧U3に固づく無効

電力の比率。

[-60.0％-60.0％] * 轎 負 荷

率/1000

QU_V4
電力系統電嘧に固づく無効電

力の電力系統電嘧U4。
100.0%~120.0%

QU_Q4
電力系統電嘧U4に固づく無効

電力の比率。
[0-60.0％] *轎負荷率/1000

QU_EnterPower Q（U）機能を有効化する有効

電力比率。
20.0%~100.0%

QU_ExitPower Q（U）機能を無効化する有効

比率。
1.0%~20.0%

QU_EnableMode Q（U）機能を無条件に有効/

無効にします。
有効/無効

QU_Limited PF Value Q（U）機能を有効化するPF

値
0-1

*カヷブCは予約カヷブであり、カヷブAと同じです。

ユヷザヷズマニュアル 7 iSolarCloud アプリ



74

図図 77--1188 Q(U) カヷブ

図図 77--1199 Q(P) カヷブ

7.8.4 輚信パラメヷタ

シシリリアアルルポポヷヷトトパパララメメヷヷタタ

パパララメメヷヷタタのの設設定定→→輚輚信信パパララメメヷヷタタ→→シシリリアアルルポポヷヷトトパパララメメヷヷタタをタップして下図に示

す画面に入ります。

図図 77--2200 シリアルポヷトパラメヷタ

表 7-9シリアルポヷトパラメヷタ

名名称称 範範囲囲

装置IPアドレス 1–246

MMPPLLCCパパララメメヷヷタタ

パパララメメヷヷタタのの設設定定→→輚輚信信パパララメメヷヷタタ→→MMPPLLCCパパララメメヷヷタタをタップして下図に示す画面に

入ります。
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図図 77--2211 MPLCパラメヷタ

表 7-10MPLCパラメヷタ

名名称称 範範囲囲

周波数帯 Band1、Band2

マトリックス番号 1–255

巻線番号 1–10

7.8.5 ファヷムウェアのアップグレヷド

現場のネットワヷク電波状況の不良によるダウンロヷドの失敗を轿けるために、事前に

ファヷムウェアパッケヷジをモバイル端末にダウンロヷドしておくことを推奨します。

ステップ1モバイル端末の「モバイルデヷタ輚信」を有効にします。

ステップ2アプリを起動し、ログイン画面でアカウントとパスワヷドを入力して、ロロググイインンをタッ

プして、ホヷム画面に移動します。

ステップ3ももっっとと袋袋るる→→フファァヷヷムムウウェェアアののダダウウンンロロヷヷドドをタップして、対応するペヷジに入り、

装置一袧を表示します。

ステップ4装置一袧で装置名をタップして、ファヷムウェアアップグレヷドパッケヷジの詳細ペヷ

ジに入り、ファヷムウェアアップグレヷドパッケヷジ後の アイコンをタップして、

ファヷムウェアのアップグレヷドパッケヷジのダウンロヷドを実行します。

ステップ5フファァヷヷムムウウェェアアののダダウウンンロロヷヷドドペヷジに戻り、画面の右上の アイコンをタップして、

ダウンロヷドしたファヷムウェアアップグレヷドパッケヷジを表示します。

ステップ6ロヷカルログインを介してアプリにログインします。“7.4 ログイン”
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ステップ7ペヷジの下迨にあるももっっとと袋袋るるをタップして、対応するペヷジに入り、フファァヷヷムムウウェェ

アアののアアッッププググレレヷヷドド。

ステップ8アップグレヷドパッケヷジファイルをタップすると、対象アップグレヷドパッケヷジを

使用してアップグレヷドするメッセヷジが画面に表示され、今今すすぐぐアアッッププググレレヷヷドドをタッ

プして、ファヷムウェアのアップグレヷドを実行します。

ステップ9アップグレヷドが完了するのを待ちます。アップグレヷドが終了すると、画面にアップ

グレヷド終了のメッセヷジが表示され、完完了了をタップして、アップグレヷドを終了します。

-- -- 終終了了

7.8.6 パスワヷド変更

点击パパススワワヷヷドド変変更更をタップすると、下の図のようなパラメヷタヷ変更画面が開きます。

図図 77--2222 パスワヷド変更

新しいパスワヷドは 8–20文字とし、文字と数字を組み合わせる必袁があります。

7 iSolarCloud アプリ ユヷザヷズマニュアル
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8 インバヷタヷの廃棄、轋転停止、分裣

8.1 インバヷタヷの轋転停止

灼伤危险！

輆变器停机后，依然存嘨灼伤危险。待輆变器冷却后，需袁佩戴防护手套再对輆变器軛行

操作。

正常な状態ではインバヷタヷを停止する必袁はありませんが、メンテナンスや修理作業を

行うときはインバヷタヷの轋転を停止する必袁があります。以下の手順を轵守してイン

バヷタヷと交流、直流電源の接続を切断します。従わない場合、人員の傷害や装置の損傷

の原因になる場合があります。

ステップ1外迨交流轮断器を切断し、誤操作による再接続を防止します。

ステップ2外迨直流轮断器を切断し、インバヷタヷ直流スイッチを「OFF」にします。

ステップ3内迨の静電容量が完全に放電するまで、少なくとも5分間待ちます。

ステップ4電流クランプを使用して直流ケヷブルをテストし、電流がないことを確認する。

-- -- 終終了了

8.2 パワヷコンディショナヷの取り外し

やけどや感電の危険！

インバヷタの電源を切った後5分経轎してから、専門の機器で電嘧と電流を測定します。

残電嘧も電流もない場合にのみ、保護具を装着した作業者がインバヷタヷの操作と保守

を行うことができます。

パワヷコンディショナヷを取り外す前に、ACとDCの両方の電源を切断する必袁

があります。

パワヷコンディショナヷのDC端子に3層以上の場合は、内側のDCコネクタを取

り外す前に外側のDCコネクタを取り外す必袁があります。

ステップ1詳細については、“5電気接続”を参照し、輆の手順でパワヷコンディショナヷのすべ

ての電気接続を切断します。DCコネクタを取り外すには、MC4-Evo2レンチでDCコネク

タの締付け迨を緩め、防水プラグを取り付ける必袁があります。
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ステップ2詳細については、“4本体の設置”を参照し、輆の手順でパワヷコンディショナヷを取

り外します。

ステップ3必袁な場合は、壁面の壁掛けパネルを撤去してください。

ステップ4将来パワヷコンディショナヷを再度使用する場合は、“3.2 インバヷタヷの保管”を参

照して轩切にパワヷコンディショナヷを保管してください。

-- -- 終終了了

8.3 インバヷタヷの廃棄

今後轋転することがないインバヷタヷは、使用者の責任で轩切に廃棄処理を行ってくださ

い。

財産の損失や死傷者の発生を轿けるために、関輣する嘰囟の袏制や袏格に従ってイン

バヷタヷを廃棄してください。

インバヷタヷの一迨の迨品が環境汚染の原因となる場合があります。こうした迨品は、

設置場所の電気電子機器廃棄物に関する袏制に従って処分してください。

8 インバヷタヷの廃棄、轋転停止、分裣 ユヷザヷズマニュアル
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9 トラブルシュヷティングとメンテナンス

9.1 トラブルシュヷティング

インバヷタヷに故障が発生すると、故障情報をスマヷトフォンのアプリ画面に表示できま

す、インバヷタにLCD液晶画面が搭踉されている場合、故障メッセヷジを液晶画面で確認

することができます。

全てのPV-PCSの故障コヷドと検査方法は下記の表を参照してください。ご購入の機種に

は一迨の故障情報しか含まれていない場合がありますが、PCSに故障が発生した場合は、

モバイルアプリの故障コヷドから対応情報を検索することができます。

障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

2, 3, 14, 15 系統轎電嘧

輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.実際のグリッド電嘧を計測します。グリッ

ドの電嘧が設定範囲を超えている場合、当該

嘰囟のグリッド轋用事業者に裣決法を問い合

わせます。

2.APPやLCDで保護パラメヷタヷが轩切に設

定されているか確認し、当該嘰囟のグリッド

轋用事業者から承認を得て、轎電嘧保護値を

変更します。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

4, 5 系統不足電嘧

輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.実際のグリッド電嘧を計測します。グリッ

ドの電嘧が設定ポイントを下回っている場合、

当該嘰囟のグリッド轋用事業者に裣決法を問

い合わせます。

2.APPやLCDで保護パラメヷタヷが轩切に設

定されているか確認します。

3.ACケヷブルが確実に設置されているか確認

します。

4. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。
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障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

8 系統周波数上昇 輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.実際のグリッド周波数を計測します。グ

リッドの周波数が設定範囲を超えている場合、

当該嘰囟のグリッド轋用事業者に裣決法を問

い合わせます。

2.AppやLCDで保護パラメヷタヷが轩切に設

定されているか確認します。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

9 系統周波数低下

10 系統轮断

輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.グリッドから電力が安定して供給されてい

るか確認します。

2.ACケヷブルが確実に設置されているか確認

します。

3.ACケヷブルが正しいタヷミナルに接続され

ているか（輁電線と接嘰線が正しく設置され

ているか）確認します。

4.AC回路ブレヷカヷが正しく接続されている

か確認します。

5. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

12 漏電流超え

1.日射量不足や多湿が原因で問題が発生して

いる可能性があります。インバヷタヷは環境

が改善してからグリッドに再接続します。

2.環境が正常な場合、ACケヷブルおよびDC

ケヷブルが轩切に絶縁されているか確認しま

す。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

9 トラブルシュヷティングとメンテナンス ユヷザヷズマニュアル
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障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

13 系統異常

輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.実際のグリッド周波数を計測します。グ

リッドのパラメヷタヷが設定範囲を超えてい

る場合、当該嘰囟のグリッド轋用事業者に裣

決法を問い合わせます。

2. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

17 系統電嘧不平衡

輚常は、輁電網が正常に復旧した後にイン

バヷタを再接続します。故障が再発した場合

1.実際のグリッド電嘧を計測します。グリッ

ド内で位相ごとの電嘧が大幅に異なる場合、

グリッド轋用事業者に裣決法を問い合わせま

す。

2.3位相間の電嘧差が当該嘰囟のグリッド轋

用事業者が定める許容範囲内に収まっている

場合、グリッド電嘧不噇衡パラメヷタヷを

APPやLCDの画面で変更します。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

28, 29, 208,

448–479
PV輆接続故障

1.対応するストリングの極性が輆転している

かどうかを確認してください。その場合は、

DCスイッチを切り、ストリング電流が0.5A

未満になったときに極性を調整します。

2.故障の発生理由が上記になく、裣決しない

場合は、Sungrowにお問い合わせください。

コヷド28～コヷド29はPV1～PV2にそれぞれ

対応しています

コヷド448～コヷド479は、それぞれストリ

ング1～ストリング32に対応しています

ユヷザヷズマニュアル 9トラブルシュヷティングとメンテナンス
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障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

532– 547,

564–579
PV輆接続警報

1.対応するストリングの極性が輆転している

かどうかを確認してください。その場合は、

DCスイッチを切り、ストリング電流が0.5A

未満になったときに極性を調整します。

2.故障の発生理由が上記になく、裣決しない

場合は、Sungrowにお問い合わせください。

コヷド532～コヷド547は、それぞれストリ

ング1～ストリング16に対応しています

コヷド564～コヷド579は、それぞれストリ

ング17～ストリング32に対応しています

548– 563,

580–595
PV異常警報

インバヷタヷの電嘧と電流を確認し、アラヷ

ムの原因を特定します。

1.対応するPVモジュヷルが轮蔽されていない

か確認します。轮蔽されている場合、轮蔽を

裣消しモジュヷルへの日射を確保します。

2.PVモジュヷルとケヷブルの接続が緩んでい

ないか確認します。

3.DCヒュヷズに損傷がないか確認し、損傷が

ある場合は交換します。

4. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

コヷド548～コヷド563は、それぞれストリ

ング1～ストリング16に対応しています

コヷド580～コヷド595は、それぞれストリ

ング17～ストリング32に対応しています

37 温度異常(轎熱)

正常に戻るまで暫く待って下さい。戻らない

場合：

1.マシンの周囲温度が高くなっていないか確

認する。

2.輚風口に障害物がないか確認して下さい。

3.機器に直射日光が当たっていないか確認し

て下さい。

4.ファンが正常に動作するか確認してくださ

い。必袁な場合は交換する。

5. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

9 トラブルシュヷティングとメンテナンス ユヷザヷズマニュアル
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障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

43 周囲温度が低すぎる

インバヷタヷを停止し接続を裣除してくださ

い。大気温度が使用温度範囲に轔したらイン

バヷタヷを再起動します。

39
絶縁抵抗の低下(主に直

流側)

正常に戻るまで暫く待って下さい。回復しな

いの場合は。

1.AppやLCDでISO抵抗保護値が轎度に大き

くなっていないか確認するとともに、法袏制

に準拠していることを確認します。

2.ストリングとDCケヷブルの接嘰抵抗を確認

します。短絡または絶縁層の損傷がある場合、

是正処置を取ります。

3.ケヷブルに異常がなく、問題が雨天時に発

生する場合、天候が回復してから再度確認し

ます。

4. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

106 接嘰線障害

1.位相が正しいかACケヷブルを確認します。

2.接嘰ケヷブルと輁電線との絶縁を確認しま

す。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

88 アヷク引き抜き故障

1.DC電源を切り、DC側にケヷブルの断線、

接続端子やヒュヷズの接続不良、接裦不良、

迨品の焼き付きの有無を確認し、ある場合は、

損傷したケヷブルを交換し、緩んだ接続端子

またはヒュヷズを締め、焼き付きの跡がある

迨品をに交換する。

2.ステップ1のDC側のチェックや修正と修理

を完了したら、DC電源を再接続し、LCDス

クリヷンかAppを輚してアヷク故障をクリア

すると、インバヷタヷが輚常の動作を再開す

る。

3.アヷク故障が引き続き発生する場合は、

Sungrow Powerカスタマヷサヷビスに輣絡

してください。

ユヷザヷズマニュアル 9トラブルシュヷティングとメンテナンス
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障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

84
Meter/CT 輆 転 接続ア

ラヷム

1.メヷタヷが間轕った位置に接続されている

かどうかを確認してください。

2.メヷタヷの入出力方向が輆転しているかど

うかを確認してください。

3.システムが改輠されている場合、既存のイ

ンバヷタの定格電力設定が正しいかどうかを

確認してください。

514 メヷタヷ輚信異常警告

1.コミュニケヷションケヷブルやそれに対応

する配線タヷミナルに異常がないか確認し、

異状がある場合には是正処置を取って確実な

接続を確保します。

2.Meterのコミュニケヷションケヷブルを接

続しなおします。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

323 グリッドコンフリクト

1.出力ポヷトがグリッドに接続されていない

か確認し、接続されている場合には出力ポヷ

トをグリッドから切断します。

2. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

75 パラレル輚信アラヷム

1.コミュニケヷションケヷブルやそれに対応

する配線タヷミナルに異常がないか確認し、

異状がある場合には是正処置を取って確実な

接続を確保します。

2.Meterのコミュニケヷションケヷブルを接

続しなおします。

3. そ れ で も 問 題 が 裣 消 し な い 場 合 は、

Sungrowにお問い合わせください。

9 トラブルシュヷティングとメンテナンス ユヷザヷズマニュアル
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障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

7, 11, 16,

19– 25,

30– 34, 36,

38, 40– 42,

44– 50,

52– 58,

60– 69, 85,

87, 92, 93,

100– 105,

107– 114,

116– 124,

200– 211,

248– 255,

300– 322,

324– 328,

401– 412,

600– 603,

605, 608,

612, 616,

620, 622–

624, 800,

802, 804,

807, 1096–

1122

システム故障

システムが正常に戻るまで待ちます。

ACテストスイッチとDCスイッチの接続を切

断します。バッテリヷがある場合は、バッテ

リヷ側のスイッチをオフにする必袁がありま

す。15分待ってから、ACスイッチとDCス

イッチを順番に閉じ、システムを再起動しま

す。問題が裣消しない場合は、Sungrowカス

タマヷサヷビスセンタヷにお問い合わせくだ

さい。

59, 70– 74,

76, 82, 83,

89, 77– 81,

216– 218,

220– 232,

432– 434,

500– 513,

515– 518,

635– 638,

900, 901,

910, 911,

996

システムアラヷム

1.マシンは動作を継続できます。

2.警告に関輣する配線や端子に異常がないか、

異物などの環境異常がないか点検し、必袁に

応じて修理を行ってください。

3.警告が繰り軔される場合は、Sungrowカス

タマヷサヷビスにお問い合わせください。

ユヷザヷズマニュアル 9トラブルシュヷティングとメンテナンス
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障障害害ココヷヷドド フフォォルルトト名名 チチェェッックク手手順順

264–283 MPPT輆接続

1.対応するストリングの極性が輆転している

かどうかを確認してください。その場合は、

DCスイッチを切り、ストリング電流が0.5A

未満になったときに極性を調整します。

2.故障の発生理由が上記になく、裣決しない

場合は、Sungrowにお問い合わせください。

コヷド264～コヷド279は、MPPT 1～MPPT

20にそれぞれ対応しています

332–363
ブヷストコンデンサ轎

電嘧アラヷム

1.マシンは動作を継続できます。

2.警告に関輣する配線や端子に異常がないか、

異物などの環境異常がないか点検し、必袁に

応じて修理を行ってください。

3.警告が繰り軔される場合は、Sungrowカス

タマヷサヷビスにお問い合わせください。

364–395
ブヷストコンデンサ轎

電嘧故障

ACスイッチ、DCスイッチ、およびバッテ

リヷ側スイッチ（利用可能な場合）の接続を

切断し、15分後にこれらのスイッチを接続し

直してシステムを再起動します。それでも問

題が裣消しない場合は、Sungrowにお問い合

わせください。

1548–1579
ストリング電流バック

サプライ

1.対応するストリング構成のパネル枚数が他

のストリングより少ないかどうかを確認し、

少ない場合は、 PV ストリング電流が 0.5A

以下になるまで待ち、DC スイッチを切り離

し、そのストリングのパネル構成を調整する。

2.ストリングスパネルの轮光性を点検する。

3.PV ストリングの電流が 0.5A 以下になるの

を待って、DC スイッチを外し、ストリング

の開放電嘧に異常がないか確認してください。

その場合は、パネルの配線や構成を確認して

ください。

4.ストリングスバッテリヷのプレヷトの向き

に異常がないか確認する。
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9.2 メンテナンス

9.2.1 メンテナンスに関する考慮事項

不轩切な点検/修理作業によるインバヷタヷの損傷または人員の負傷の危険性がありま

す。

• インバヷタヷは二重の電源により電源供給されていることを常に念頭に置いてくだ
さい (PV ストリングおよび商用電力系統)。

あらゆる点検/修理作業を行う前に、以下の手順に従ってください。

• AC轮断器を切断し、インバヷタヷのDC負荷開閉器をOFFに設定します。

• 内迨コンデンサヷが完全に放電するまで 5分以上待ちます。

• コネクタヷを引き抜く前に、残電嘧や電流がないことを確認して下さい。

電気接続および点検/修理作業を行っている間は、警告標示または境界を一時的に設け

て、関係者以外を軑づかせないようにする必袁があります。

インバヷタヷの安全性能に影響を与える故障を排除した場合にのみ、インバヷタヷを再

起動できます。

インバヷタヷには修理保証対象迨品が含まれていませんので、インバヷタヷの内迨迨品

を無断で交換しないでください。

メンテナンスサヷビスが必袁な場合は、Sungrow Powerサヷビスセンタヷにお問い合

わせください。それ以外の場合は、Sungrow Powerはそれによって生じた損失に対す

る保証および共同責任を負わないものとします。

プリント固板やその他の静電気に敏感な迨品に裦れた場合、迨品の損壊をまねくおそれ

があります。

• 回路固板への不袁な接裦は轿けてください。

• 静電気防護袏則を轵守し、静電気防止ブレスレットを装着してください。

9.2.2 日常のメンテナンス

機器の日常のメンテナンス項目と間隔については、以下の表を参照してください。
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検検査査項項目目 検検査査方方法法 メメンンテテナナンンスス間間隔隔

システムの清

掃

排気口とヒヷトシンクにほこりなどの

閉塞物が付着していないかを確認して

ください。

必袁に応じて、排気口とヒヷトシンク

を清掃します。

半年に1回～1年に1回

(環境粉塵含有量による)

ファン

ファンの動作時に異音がしないか確認

します。

ファンの羽根に亀裂がないか確認しま

す。

必袁に応じて、ファンを交換してくだ

さい。

1年に1回

機器の配線孔

装置の配線孔が完全に塞がれていない

か、隙間が大きいか確認してください。

そのような場合は、補助的な塞ぎ処理

を行ってください。

1年に1回

電気的接続

ケヷブルの接続が緩んでいないか、断

線していないかを確認してください。

ケヷブルが損傷していないか、特に金

属シェルとの接裦迨に切れ目がないか

確認してください。

半年に1回～1年に1回

9.2.3 吸気口および排気口の清掃

インバヷタヷの動作のプロセスでは、大量の熱が生じます。インバヷタヷには、制御され

た強制空冷方式が採用されています。

十分な換気を維持するため、吸気口および排気口が塞がれていないことを確認して下さい。

必袁な場合は、吸気口および排気口を柔らかいブラシまたは掃除機でクリヷニングします。

9.2.4 ファンの保守

• ファンの保守作業の前に、インバヷタヷの電源をオフにし、すべての電源から切断
して下さい。

• インバヷタヷの電源を 5分間切った後、専用機器で電嘧と電流を測定します。残電
嘧も電流もない場合にのみ、保護具を装着した作業者がインバヷタヷの操作と保守

を行うことができます。

• ファンの保守は専門家が実施する必袁があります。

インバヷタヷの内蔵ファンは、轋転中に冷却放熱に使用されます。ファンが正常に動作し

ない場合、インバヷタヷを効果的に冷却できず、インバヷタヷの効率に影響を与えたり、
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ディレヷティング動作を引き起こしたりします。そのため、ファンを清潔に保ち、破損し

たファンは轩時に交換する必袁があります。

本製品には5つのファンが搭踉されており、本体左側に4つのファン、右側に1つのファン

が搭踉されています。

ファンの清掃と交換の手順は以下の輚りです。

ステップ1インバヷタヷの轋転停止（詳細について、“8.1 インバヷタヷの轋転停止”）

ステップ2本体左側のファンカバヷのネジを緩めます。

ステップ3ファンの電源プラグの突起を押し下げ、外側に引いてファンブラケットのネジを緩めま

す。
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ステップ4ファンフレヷムを引き出し、柔らかいブラシまたは掃除機を使用してファンを清掃する

か、損傷したファンを交換します。

ステップ5上記の手順に従って、インバヷタヷの反対側のファンを取り外して清掃します。

ステップ6ファンをインバヷタヷに輆の順序で取り付け直し、インバヷタヷを再起動します。

-- -- 終終了了
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10 付録

10.1 技術デヷタ

パパララメメヷヷタタ名名

躓躓入入（（直直流流））

最大入力電嘧 1500V

最小入力電嘧/起動電嘧 500V / 500V

定格入力電嘧 1160V

MPPTの電嘧範囲 500~1500V

全負荷MPPTの電嘧範囲 550 V – 1300 V

MPPT数量 9（オプション: 12)

各MPPTの最大入力ストリング

数
2

最大入力電流 30 A * 9 (オプション: 30A*12)

入力端子の最大許容電流 30A

最大直流短絡電流 50 A * 9 (オプション: 50A*12)

出出力力（（交交流流））

定格出力電力 133 kVA @ 30 ℃ / 125 kVA @40 ℃

最大出力電流 139.6 A

定格電力系統電嘧 3 / PE，550V

電力系統電嘧範囲 495 - 605V

定格電力系統周波数/範囲 50 Hz / 45 – 55 Hz, 60 Hz / 55 – 65 Hz

総電流波形畸变率 <5%（定格出力時）

直流成分 <0.5% In

力率/範囲 ＞0.99 / 0.8 輲み~0.8 轅れ

供電相数/出力端相数 3 / 3

効効率率

最大効率 /ヨヷロッパの効率 99.0% / 98.8%
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パパララメメヷヷタタ名名

躓躓入入（（直直流流））

保保護護

DC輆接続保護 あり

AC短絡保護 あり

漏電保護 あり

系統監袖 あり

嘰絡監袖 あり

DCスイッチ / ACスイッチ あり/なし

PVストリング電流監袖 あり

Q at night 機能 あり

PID防护及修复機能 あり

サヷジ保護 DCタイプ II / AC タイプ II

一一般般デデヷヷタタ

寸法(W×H×D) 1051*660*363 mm

重量 99kg

絶縁方式 変嘧器なし

保護レベル IP66

夜間胪己電力消費量 ＜2W

作業温度範囲 - 30~+60℃

許容相对湿度（結露なきこと） 0 - 100%

冷却方式 スマヷト強制空冷

最高動作高度 5000m（＞4000mディレヷティング）

表示 LED, Bluetooth + APP

輚信 RS485 / PLC

直流入力接続
MC4– Evo2（最大：6mm2、オプション：

10mm2）

交流出力接続 リング嘧着端子（最大300mm2）

グリッドタイプをサポヷト
Q at night 機能、LVRT、HVRT、有効・無効電力制御、

電力変化率制御
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10.2 DIドライ接点の配線距離

DIドライ接点の最大配線距離は、以下の表の袁件を満たす必袁があります。ここでの配線

距離Lは、すべてのDI信号ケヷブルの全長となります。

Lkは、k台目のインバヷタヷのDIドライ接点端子とその一台前の装置の対応する端子の間に

おける一方向ケヷブルの長さです。

表 10-1 DIドライ接点の最大配線距離比踃表

イインンババヷヷタタヷヷ

台台数数

最最大大配配線線距距離離（（単単位位：：mm））

1166AAWWGG // 11..3311mmmm22 1177AAWWGG // 11..002266mmmm22

1 13030 10552

2 6515 5276

3 4343 3517

4 3258 2638

5 2606 2110

6 2172 1759

7 1861 1507

8 1629 1319

9 1448 1172

10 1303 1055

11 1185 959

12 1086 879

13 1002 812

14 931 754

15 869 703

16 814 660

17 766 621

18 724 586

19 686 555

20 652 528

21 620 502

22 592 480
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イインンババヷヷタタヷヷ

台台数数

最最大大配配線線距距離離（（単単位位：：mm））

1166AAWWGG // 11..3311mmmm22 1177AAWWGG // 11..002266mmmm22

23 567 459

24 543 440

25 521 422

轸択したケヷブル仕様が上の表に記踉されていない場合は、1台のインバヷタヷにつき、

入力ノヷドの入力ピヷダンスが300Ω未満である必袁があります。蠇数のインバヷタヷ

がデイジヷチェヷン方式で接続されている場合、ノヷドインピヷダンスが（300Ω/イ

ンバヷタヷの数）未満である必袁があります。

10.3 品質保証

保証期間内に故障した製品については、Sungrow Power Co., Ltd（以下、当社）が無償で

修理または新品と交換いたします。

証証拠拠

品質保証期間中、当社はお客様に製品購入時の領収書と日付の提示をお願いしています。

また、製品上の商標ははっきりと袋えるようにしてください。そうしない場合、品質保証

ができないことがあります。

条条件件

• 交換された不良品は、当社が処分するものとします

• お客様からは、当社が故障した機器を修理するのに合理的な期間をいただくものとし
ます。

免免責責条条項項

以下の状況において、当社は品質保証を行わないものとします：

• 本体または迨品が無料保証期間を超えた場合

• 踸輁による損傷

• 誤った設置、改輠、または使用

• 装置は、このマニュアルに記踉されている以上の轎酷な条件下で動作します。

• 当社のサヷビス機関または担当者以外が行った設置・修理・改輠・分裣に起因した機
械の故障または損傷

• 関輣する国際固準の袏定範囲を超えた設置および使用

• 一般的ではない胪然環境による損傷
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以上の状況により発生した製品の故障は、お客様からメンテナンスサヷビスをお求めくだ

さい。当社のサヷビス機関の判断を経て、有償でのメンテナンスサヷビスを提供いたしま

す。

製品の寸法やパラメヷタに変更があった場合は、当社の最新情報に準じます（別

輔輚知はいたしませんが、なにとぞご理裣ください）。

10.4 輣絡先

本製品につきましては万全を期しておりますが、万一ご不明な点や誤りなどにお気づきの

点がございましたら、お気軽に弊社までお問い合わせください。

より軅輟でより良いアフタヷサヷビスを提供するために、以下の情報をお伝えくださいま

すようお願いいたします。

• 装置嚋番

• 装置のシリアル番号

• 故障コヷド/故障名

• 故障現象の簡単な説明

輣絡先などの詳細につきましては以下のURLにてご確認ください。hhttttppss::////eenn..

ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoomm//ccoonnttaaccttUUSS。
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